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徒
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械
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仰
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ず
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す
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嫡
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嫡
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る
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さ
れ
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古
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反
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の
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条
－
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－
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さ
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に
あ
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あ
る
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条
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寸
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述
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。
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こ
れ
、
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つ
い
て
の
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仏
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仏
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又
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あ
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。
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椴
か
な
い

之
レ
j
aダ
γ
山川川リ叩乃和状攻
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J

るい〕
μ川

で
あ
る

u
R説
は
、
後
校
一
乞
こ
の
よ
う
に
政
解
「
る
苅
山
と
し
亡
、
川
段
、
こ
白
川
殺
と
同
じ

の
ト
の
V
1
1
J

一
を
規
定
し
て
レ
る
の
で

は
後
段
が
余
分
で
あ
る
こ
と
に
に
っ
て
し
ま
う
こ
と
、
後
段
列
一
小
事
由
は
い
ず
れ
も
歴
史
的
に
繰
h
渓
犬
、
れ
、
本
人
に
は
い
か
ん
1r
も

［
が
た
い
宇
ま
れ
つ
さ
な
ど
の
事
情
に
し
吋
「
る
，
K
別
を
特
に
鋲
止
し
た
も
の
で
み
る
ご
と
江
ど
を
芋
け
る

卒
判
↓
一
叫
栽
ι

っ
き
、
以
、
り
よ
引
な
叶
け
別
主
流
討
中
」
採
用
す
れ
ば
、
達
書
ん
と
あ
る
こ
と
♂
抗
定
さ
れ
、
国
測
が
積
情
的

ψ
」
な
戸
一
比
が
あ
る
こ
と
の
論
一
止
に
成
功
し
な
い
か
ぎ
り
、
裁
判
ト
注
査
と
さ
れ
る
こ
と
が
半
ま
れ
る
。

J
0
7
fも
、
ヤ
の
よ
う
な
見
解
に
よ
る
ま
で
も
な
く
、
本
件
記
載
は
判
例
が
旅
立
し
て
き
と
法
担
ま
あ
て
は
め
る
こ
と
に
一
肌
っ
て
、

、d、

の
に
し
人
ー
で
あ
る
と
よ
J

え
ら
れ
る
し
す
な
ね
ち
、
い
わ
ゆ
ゐ
リ
手
紙
殺
人
罪
有
馬
憲
判
決
〈
段
高
裁
大
法
廷
附
和

止出向？湾；O) L＇」iト口同日1

M
八
年
判
刀
阿
じ
判
川

γ
刑
集

は
、
川
一
法
二
口
、
｛
長

（改
U
に
d

り
削
除
）

の
別
訂
以
量
規
定
を
淀
I
4

一
rし

二
日
二
ハ
h
r員）

れ
＼
の
法
当
は
、

「
尊
属
に
対
す
る
敬
設
や
報
開
山
こ
い
う
白
い
扶
的
信
ヲ
弘
司
い

L
E口
道
的
愉
川
崎
の
緑
山
什
諒
一
世
L

と
い
戸
、
，
法
日
的
は

戸一、山、

み
、

5
ム
口
定
で
あ
る
が
、
「
加
重
の
程
己
反
日
一
也
端
正
の
っ
て
、
e
e
e

’

υ
バ
山
口
叩
的
江
成
の
千
設
と
し
7
、什廿乏
L
P
、
幻
街
な
尖
し
、
こ
れ
を
正
当
化

L
う
べ
許
制
悦
洲
叫
が
一
丸
山
L
え
白
い
ー
か
ら
達
筆
で
あ
る
、
／
）

γ？
弘
つ
の
で
あ
っ
打
。
ニ
工
に
不
3
れ
た
同
条
一
尽
の
解
釈
刀
法
は
、

υ立
法
円
前
午
、
れ
討
体
が
窓
法
？
に
妥
当
か
、

2
レトー

日
前
審
合
一

2
、
ム
之
主
的
な
立
法
判
前
で
あ
る
と
し
C
、
そ
れ
を
実
現
す
る
4
l
J

段

L！メ人民半、日：／三17三＇ JZ(i7〔2り12.



？っ巨的、
j

の
バ
ブ
、
J

ス寸士一昔、
J

く小、
7

し
て
い
ま
い
か
、
と
い
う
「
；
段
審
査

Cう

つ
に
分
割
、
二
L

、
問
題
と
な
る
法
律
が
ヰ
等
原
則

叫究ノ I-

躍
一
以
か
人
円
か
を
判
別
す
ノ
る
〉
一
い
う
J
H
の
で
あ
る
わ

" 
uノ

よ

J立に
〆支
ι甲l

仇〉

1r 
L , 
な

本
't 
"c 
半，，
i; 、
（版人t士主主； GI 'S 17ti）三間「2iil2,1、

、L
の
よ
う
な
リ
的
審
査
－

T
没
審
公
の
川
内
式
を
牛
刊
記
誌
に
適
り
す
れ
ば
、
ま
ず
り
法
日
的
〆
了
）
て
は
、
円
持
l
に
九
月
分
関
係
を
明

不
ず
る
と
い
品
目
、
と
が
そ
の
門
的
で
あ
ろ
弓
か
ら
、
取
山
川
非
桶
川
｝
！
の
戸
別
そ
れ
？
一
比
中
日
違
詐
』
〈
川
J
V
1
4

まん社中
F

外
伺

rJ
孔
ん
は
、
門
的
ナ
れ
は

体
は
点
人
生
E
U
U
、
は
い
パ
が
た
い
口
憲
法
も
（
率
一
一
民
出
肢
を
川
端
ぃ

ζ
L
、
ま
ー
～
保
護
の
対
象
と
毛
主
げ
て
い
る
の
で
あ
れ

（
四
条
）
、

rM帯、／）

い
竜
一
〕
本
人
心
公
約
uw
却
制
反
り
つ
け
九
で
、
4

ぶ
絞
現
係
士
山
弔
ι
い
と
寸
J
7
F
E

こ
v
p
L

口
体
ケ
没
定
と
ま
で
は
い
い
が
た
い
で
ゐ
ろ
一
〕
ι

し
か
し
な
か
ら
、
前
述
の
よ
う
に
吋
談
判
中
J
E
実
現
す
ゐ
た
め
の
千
以
と
し
て
本
件
記
載
は
不
咲
い
に
あ
り
、
余
分
か
つ
辺
大
な
不
利

リ
仕
ピ
b
T
摘
出
子
に
差
別
し
川
に
及
い
は
す
も
の
で
あ
る
か
ら

日
川
町
と
均
衡
が
と
わ
し
て
い
る
と
は

h
よ
そ
い
い
が
た
い

日
）
一
月
的
が
位

E

へ
に
容
易
に
嫡
出
非
嫡
心
む
別
合
訂
認
識
ち
廿
る
、
」
と
に
は
ほ
い
は
ず
で
あ
る
以

そ
も
そ
も

ψ
ー
な
口
的
ー
を
作
三
、
い
な
い
υ

ムi
件
記
載
は
、

そ
ち
ァ
て
お
け
門
的
が
寸
在
、
u
k
い
M
J日
的
の

目
的
T

／
一
手
段
の
均
衡
一
以
前
に
、

γん
別
と
い
H

つ
べ
き
も
の
で
あ
る
「
V

、込ι
2
3

、

ー
～
斗
イ

「
一
片
分
事
項
慨

iゐ
い
士
っ
て
嫡
出
非
一
輸
出
の
げ
門
別
主
一
戸
海
事
務
担
川
者
に
認
設
さ
せ
る
役
に
v
J

っ
て

仮
い
ぶ
件

Jr品
引
が

お
り

」
の
よ
よ
な
利
託
の
実
現
が
v
v
法い
h
的
で
あ
る
と
v
J
て
も
、
こ
の
わ
ず
か
の
利
ム
ム
刊
の
実
現
三
一
段
と
vν

て
、
他
人
に
容
易
に
本
別

い
う
不
利
益
を
工
一
九
ぱ
う
本
件
記
夜
の
方
式
が
、

f
没
ぐ
し

L
い
る
乙
は
い
い
が
た
い
。
れ
〕
L
ろ
札
者
し
い
ポ

均
安
が
あ
る

r
い
う
べ
き
で
あ
る
υ

川
一
一
ト
古
う
、
ギ
守
原
則
に
つ
い
て
は

υ
法
1
口
約
目
て
の
も
の
の
怠
t
弘
氏
妥
レ
判
ζ

、
そ
の
司
氏
を
達
成
す
る
手
段
が
日
寸
前
ζ

幻
術
の
と

れ
た
？
包
り
で
あ
る
か

ヘ
若
し
U

K
小
均
授
は
な
い
主
」

ζγ
つ
ノ
訪
山
か
ら
考
察
さ
、
孔
る
へ
さ
で
あ
れ

本
件
記
執
は

v一
法
司
的
か
ん
U
牛
E
E

で
あ
る
と
し
L
も
、
手
段
、
乙
円
前
と
の
山
れ
に
は
者
L
レ
ギ
均
衡
が
認
か
ノ
ら
、
れ
る
か
ら
、
違
混
と
い
工
つ
べ
き
て
た
る
η



3 

ゾ
？
イ
パ
ン
ヤ
権
侵
中

本
が
い
記
夜
は
、
訓
怖
心
づ
？
と
い
う
本
人
が
忍
常
他
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
私
司
活
！
の
事
実
を
公
託
七
九
に
ム
パ
め
る
こ
と
に

ι
ヮ
て
、

U
く
他
人
心
知
る
三
一
ろ
一
な
る
い
44性
心
三
生
む
も
の
で
あ
る
J

ぞ
れ
や
、
v
r
、本刊円い
J

比
較
予
フ
ラ
イ
川
、
ン
7

拾
を
侵
合
す
い
－
7
4ゐ
＆
の
で
は

な
い
か
小
同
一
必
と
な
る

プ
ラ
イ
バ
シ
権
は

明
文
で
保
障
一
G
J

る
も
の
で
は
な
い
が
、
俳
へ
の
わ
い
払
宇
治
心
平
一
は
り
仮
設
な
乙
こ
い
わ
れ
る
十
J

典
的
k
定
義
に
よ
る
に
せ
よ
、
あ
る
レ
は
一
μ己
情
報
コ
〆
P

ロ
ー
ル
権
2
い
う
現
代
的
叫
す
ァ
文
に
よ
る
に
廿
よ
、
定
法

条
心

い
位
追
求
権

に
舟
け
ま
れ
る
と
解
さ
れ
る
し
ム
め
る
レ
ぽ
、
人
絹
徒
庁J
叶
引
／
仰
の
人
潅
と
し
て
の
川
ヘ
一
誌
の
制
収
拠
を
、
同
条
の

匂
人
の
肯
し
ず
巾

こ
れ
は
沼
市
何
人
の
尊
氏

、
同
飢
え
ら
れ
る
J

に
読
み
込
む
こ
と
も
可
能
と
服
さ
れ
る
わ

そ
れ
で
は
、
本
仲
記
載
は
ゾ
ヲ
ノ
イ
パ
ン
l
権
む
浸
需
と
い
い
う
る
か
リ

ま
ず
、
プ
一
ブ
イ
パ
／

i
花
を
弘
井
川
の

の
ω外
務

Jh主
Z
J
E
刊
す
る
と
火
、
ヌ
る
立
尚
一
i
u
史
的
プ
フ
イ
パ
シ
i
住
概
念
）

v
l
F

て

ば
T
f
λ
J
か
と
こ
の

'-
cJ 

結
井主
と

c 
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っ
L
T
I
J

巴
い
わ
れ
る
、

い
わ
ゆ
る
「
立
の
士
山
と
」
宇
利
容
東
京
机
裁
判
決
（
昭
和
一
九
今
九
月
二

八
ヨ
下
民
北
村

μ
永
一
九
ロ
勺

は
、
同
社
惟
引
な
「
円
引
片
山
小
引
を
ム
だ
り
に
公
開
さ
れ
ん
d

い
と
い
、
司
法
的
保
障
な
い
〕
怖
利
で

あ
る
と
L
z
y
J
し
そ
の
具
体
的
判
断
民
生
十
子
子
一
日
判
決
は
、
約
一
九
、
恥
午
氾
！
の
苧
だ
ま
l

心
は
り
て
れ
ら
v

〆
く
受
け
我
ら
れ
る
釘
そ
れ

止出向？湾；O) L－」iト口同日1

の
あ
る
平
明
で
あ
り
、
第
一
に

一
般
人
の
感
受
性
を
草
川
市
に
し
て
υ

ぷ
私
人
心
立
場
に
だ
っ
た
場
戸
公
開
を
欲
し
な
い
ミ
あ
γ

？？ニ

認
め
ら
れ
る
事
柄
で
あ
り
、
第
一
に

般
の
人
に
い

Jf」
知
ら
れ
て
い
な
い
事
一
別
で
あ
る
、

と
い
う
～
て
要
件
い
を
か
か
げ
ん

τ
こ
？
止
叫

れ
は
九
1

円
で
も
広
く
支
持
さ
れ
と
い
る
U

川
小
ト
り
た
義
に
〕
ふ
る
場
合
、
本
が
い
記
教
が
ブ
ラ
イ
パ
ン
権
の
h
k
h
L
F
、J
え
る
の
は
川
ら
か
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
十
ゃ
れ
記
萩
に
よ

わ
他
人
が
本
人
が
非
続
出
子
で
あ
る
い
｝

一
以
ヲ
る
ど
け
で
h
L仇
に
川
知
る
こ
と
ぺ
υ
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

＋十



契
約
ゃ
就
職
の
〉
っ
た
で
主
別
的
以
ぬ
い
を
お
一
さ
か
っ
受
け
る
こ
と
も

i
分
に
下
知
さ
れ
、
本
人
が
非
柏
山
了

J
C
3ル
寸
分
関
係
の
な

叫究ノ I-

か
で
構
築
し
て
き
に
恥
バ
1

活
の
r

お

が
丸
、
d
れ
る
か
ら
で
あ
る
上
記
の
一
要
件
い
を
消
h

こ
う
こ
と
も
U

つ
ま
で
も
な
い
」

ぐ
し
て
捉
え
る
立
場
（
花
代
的
／
一
プ
イ
川
／
下
桜
純
八
，
U

）
p
」

J
r
γ
i
、J
一

次
に
、
ァ
ラ
イ
パ
、
ン
、
持
を

F
H
E情
報
？
／
卜
U
I

ど
う
か
り
司
説
は

前
人
の
川
出
回
、
宗
教

間
界
銀

精
神
病
が
な
y

一
、
他
人
の
一
直
ι
甘
い
情
報
l

ζ

よ
ば
れ
る
と
こ
ろ
の
、

人
情
的
ム
コ
ハ
ゃ
に
と
コ
て
本
質
的
二
重
波
注
山
田
味
わ
バ
品
川
一
つ
惰
以
に
つ
い
て
、
位
入
h
V
1
1
己
の
情
恨
の
阿
川
不
詰
本
や
削
削
除
請
求
一
ぽ
ζ

り
「
J

J

ロ
ー
ル
権
を
も
っ
と
い
う
乙
清
印
化
村
会
む
な
か
で
、
明
白
人
が
凶
畑
町
内
刀
口
山
な
流
通

日
却
の
人
格

口
町
内
作
を
他
人
か
ら
妨
け
ら
れ
な
い
た
め
に
は
、
自
己
清
川
仰
の
流
れ
に
汁
ず
る
コ
〆
ト
ロ
ー
ル
議
を
本
人
に
付
リ
ヤ
ャ
ず
る
必
安
が
あ
る
、

と
い
沿
っ
認
識
L

！
止
（
つ
も
の
で
め
る

岡
一
説
に
上
る
市
場
合
に
も
、

本
作
一
記
載
は
ブ
ツ
イ
パ
シ

I
佐
侵
f
H
2
な
ろ
う
な
ぜ
な
ら
、

川
河
分
以
係
は
一
！
？
？
し
は
公
討
さ
れ
ゐ
べ
き

公
約
店
刊
で
あ
る
が
、
他
ち
で
は
戸
籍
が
任
意
に
悶
院
し
え
な
い
こ
と
に
も
反
れ
て
い
る
よ
う
に
、

み
だ
り
に
第
一
芸
に
開
不
宍
れ
る

べ
き
も
の
で
は
な
い
っ
こ
の
戸
九
州
心
秘
匿
恥
い
は
、
ご
と
、
え
に
円
い
お
情
万
円
引
ω
個
人
心
人
格
的
F

円
内
ー
に
と
〉
て
不
一
覧
的
に
正
史
と
当
球
ど
持

つ
こ
と
に
市
此
し
て
い
る
c

非
嫡
出
ー
で
あ
匂
と
い
う
わ
為
怖
い
い
は
、
一
輸
出
子
で
あ
ゐ
多
く
の
一
他
者
、
r

お
い
て
個
人
心
内
制

に
世
鳥
川
股
古
川
町
ぷ
「
J
1
もJ
P

－
想
さ
れ
、
ー
れ
だ
け
い
州
人
の
人
終
的
臼
伴

rな
わ
J
m

，白
I

坦
俗
宗
イ
デ
／
テ
イ
子
ィ
）

こ
一

J
r
z
y
、ァ

U
1
1
、J
』

l

日

rrF

主
立
味
J
V牛
辻
吋
つ
守
一
の
工
え
な
什
点
門
の
悩
人
情
報
が
零
口
却
に
は
わ
一

ご
一
ろ
に
m
出
か
れ
る
yu

、
情
人
う
沖
縄
山
1
Jで
あ

る
こ
／
｝
を
般
に
は
陪
1

v

て
E
M吊
宇
治
を
送
ろ
と
い
う
、
多
く
の
非
始
山
M

子
が
こ
る
と
叫
わ
れ
る
つ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
打
訂
が
お
ぴ
や

か
さ
？
れ
る
日
一
、
、
に
ιす
る

い
わ
ゆ
る
事
実
舶
の
潟
係
に
あ
る
古
川
副
と
司

F
L、
1
v出
f
の
身
分
対
係
を
除
け
ば
山
内
叫
ん
吊
の
椅
山

U
F
乙
な
ん
ら
呉
な
る
と
こ
ろ
の
な

レペ
f

出
土
営
ん
で
い
る
弁
償
出
乙
j

で
丸
つ
で
も
、
不
特
定
心
的
川
人
に
非
組
出
子
で
d

め
る
三
と
を
知
ら
、
れ
る
と
、
本
人
、
ν形
成
し
て
主
た
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自
J

理
解
乙
は
リ
共
な
る
じ
で
他
人
か
っ
比
？
札
、
そ
の
一
一
方
f

｝
が
友
人
の
口
己
閉
山
間
肝
に
彫
響
を
む
J

え
、
自
己
別
解
の
う
え
で
の
悶
緊
主
語
一

と
F
こ
ど
も
予
想
さ
れ
る
。
さ
き
に
白
「
し
情
報
コ
ン
ト
ロ
ル
権
説
が
宗
教
を
1

凶
右
情
阪
に
あ
げ
、
人
格
】
的
自
律
に
深
く
か
か
わ

る
悩
問
問
て
あ
る
〉
一
位
F
づ
け
て
い
る
」
、
こ
を

rLロ
人
は
い
仰
を
隠
さ
な
い
場
ん
も
多
い
パ
小
、

に
v
弘「子？し
μ
rら日ず訂
γげ
で
コ
／
ト
ロ
ー

ル
で
き
な
い
い
〈
「
ろ
で
信
仰
に
つ
い
て
の
恒
人
い
付
制
九
J

流
通
す
る
こ
と
は

府
八
日
へ
情
的
日
比
？
を
潟
離
に

γγ
句
。
日
以
に

事
実
絡
で
あ
h
、
ぞ
れ
を
本
人
も
受
け
入
れ
、
ま
た
～
J

校
日
？
二
し
は
d

の
こ
と
ひ
級
友
や
そ
の
家
政
ら
に
か
ら
れ
て
い
る
ζ

し
て
も
、

や
は
り
不
特
ど
り
第

有
日
山
容
易
に
認
可
附
し
ろ
る
状
倍
、
に
当
該
清
川
和
が
泣
か
れ
る
こ
と
は
、
山
口
仙
沼
報
コ
ィ
、
日

l
ル
椛
と
し
て
の
フ

ラ
ノ
パ
ン
l
w
m
宇
侵
害
「
る
も
の
で
丸
る
。

4 

裁
C
フ
イ
F

ス
ケ
イ
）
の
点
耐
の

事
ア
、
婚
と
い
う
選
択
は
両
殺
の
｝
フ

f
フ
ス
タ

f
ル
り
肉
片
に
か
か
る
も
（
り
と
あ
り
、

」
の
円
庄
は
宝
田
町
、
江

条
の
「
個
人
の
角
J

白川

に
台
ま
れ
る
し
仁
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、

本
件
＝
日
執
は
、
一
日
誌
の
こ
の
け
庄
J
U
t

も
侵
害
す
る
も
の
て
あ
る
〈
な
ぜ
な
ら
、
本
利
一
記
裁
は
、

L
j
供
が
J

引
い
ム
百
九
γ

出
上
の
偏
見
ゃ
茅
別
L
Y

ト
ミ
ノ
不
利
益
を
受
け
る
、
と
い
う
代
償
吹
引
き
受
け
る
党
肝
い
が
な
い
と
、
そ
も
そ
主
事
実
舶
を

回
は
き
え
な
い
も
の
ヲ
と
す
る
こ
と
山
よ
っ
て
、
草
案
、
婚
と
い
う
7
イ
ブ
ス
々
イ
ル
ケ
と
ゐ
こ
と
み
」
親
に
材
、
ご
ー
よ
斗
〆
く
凶
穀
仕
切
も
の

t
ず

止出向？湾；O) L＇」iト口同日1

る
か
ら
て
あ
る
、

ー
も
と
亡
リ
、
法
作
婚
と
事
支
給
に
は
絞
快
4

た
る
法
的
芸
m
A
が
あ
h
、
ま
た
法
律
絡
む
制
え
が
憲
作
の
J
h存
ず
る
ヒ
こ
ろ
と
あ
る
こ
と

L主

い
わ
【
い
す
匂
非
続
出
子
伝
統
分
足
切
訴
訟
の
回
収
古
川
政
y

パ
法
廷
決
紅
、
ー
牛
小
川
山
口
年
江
戸
ペ
日
民
来
同
九
右
江
口
勺
一

U
八
九
釘
）

J
L
T
j有一川

ず
る
；
こ
う
と
あ
る
。

T
v
m
r
L
Jヂ
ル
ら
、
可
決
定
三
氏
べ
叫
ん
ロ
ハ
ノ
粂
四
百
伝
言
小
八
口
定
と
き
れ
三
一
心
は
、
一
法
徐
裕
の
甫
一
軍
と
非
続
出

f

ナ
の
保
設
の
前
整
一
が
日
規
定
puy
げ
一
法
判
町
で
為
る
、
と
さ
れ
ん
一
た
か
ノ
に
怯
な
ら
な
い
乙
法
律
婚
の
酋
J

主
は
二
四
条
に
、
非
は
畑
出
子
の

L！メ人民半、日：／三Fe'JZ!i〔2り12.



保
護
は
川
条
に
、

Z

れ
ぞ
れ
泌
渋
い
桜
拠
キ
有
す
る
と
考
え
ら
れ
勺
こ
と
か
、
つ
、

方
い
何
さ
ず
に
一
一
戸
町
間
位
一
ノ
る
こ
〉
が

υ
法

叫究ノ I-

μ
匂
ト
円
、
本
山
り
ら
れ
る
の
で
あ
る

J可
決
fι
は
そ
の
－

2Jな
釘
υ
じ
か
ら
、
さ
き
の
F

で
つ
に
述
べ
た
ー
も
の
〉
一
軒
々
「
れ
Q
〉

、L
の
こ
と
を
本
件
記
載
に
あ
て
は
め
る
と
、
ど
う
か
。
ま
ず
、
本
件
記
載
f

ケ

rt
て
法
芹
婚
の
丙
1
hー
が
注
成
さ
れ
る
こ
は
岡
山
ね
れ
な

つ
ま
た
仮
に
イ
の
ふ
う
は
刈
県
対
係
が
認
め
ら
れ
る
こ
し
γ
も
、
子
に
不
列
益
を
む
U

荷
ず
る
こ
と
に
点
っ
て
剥
の
法
律
婚
を
促
進
す

る、

ζ

い
う
い
法
技
桁
は
、
親
ζ

は
刷
刊
？
仏
の
人
山
市
で
あ
る
ナ
に
到
の
安
げ
の
を
μ

尚
一
月
わ
布
る
山
、
引
使
人
下
義
乙
川
う
窓
法
一

一
一
ん
宋
の
桔
叩
拙
日

反
す
る
c

汽
ら
に
、
法
注
婚
の
阜
重
伊
達
成
さ
れ
る
と
し
ご
も
、
そ
の
畑
作
授
は
ご
く
わ
す
か
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
の
に
対
l
亡
、
本
人

げ
か
受
行
る
引
会
川
汁
守
中
ー
の
不
刈
ぃ
益
は
一
一
は
わ
知
、
れ
ず
、
前
記
H
K
品
裁
決
寸
一
か
述
べ

L
い
る

一
法
律
餅
の
肯
五
と
非
船
出
p
j
の川
T
n
認
の
謂

整
一
は
お
よ
そ
実
抗
き
れ
え
と
い
こ

1
r
r
な
ろ
う
〔

以
r

か
ら
、
本
仲
記
載
は
一
法
待
婦
の
尊
前
と
非
嫡
山
子
の
似
“
識
の
調
整

に
心
人
以
し
、
ひ
に
す
ら
事
尖
持
と
い
ろ
読
む
一
ノ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
以
上
一
↓
し
、
主
め
の
必
い
p
ナ
に
ァ
｛
の
仏
円
九
州
J
V
C

負
わ
せ
る
も
の
で
－
…
る
M
J
、つ、

い
す
れ
の
一
点
’
V
L
Y
、
口
、
え
で
も
途
中
国
と
い
う
氏
か
は

と主
', ' 

｝＼ 

公
教
育
に
お
行
る
敦
聞
の
引
は
旦
豆
こ
牛
山
似
の
紋
育
吉
、
け
る
権
利

以
下
は
、

東
京
都
「
の
公
止
日
」
す
一
一
伐
の
「
家
一
廷
判
相
当
教
師
が
う
一
志
円
指
導
要
国
叫
が
定
め
る
家
峰
山
刊
の
及
、
H
内
容
に
依
拠
な
ず
、
独

斗
に
日
の
九
・
君
が
代
に
つ
い
と
教
材
を
作
山
内
ア
、
そ
れ
に
某
づ
く
授
来
を
行
っ
～
二
〆
｝
体
J

に
つ
き
、
川
告
処
分
（
地
方
公
務
員
法
i

の
懲
戎
処
一
ー
で
は
な
い

を
受
け

そ
の
取
泊

L」
U
y
h
本リ
F
J
L
井口一起し

の
う
再
京
京
地
裁
に
、

O
C二
可
初
夏
に
提
出
し
た
意

同
ん
主
い
で
ふ
め
る
ー

J
年
I
い
月
二
七
日
間
決

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
、

浜
東
京
地
裁
w
l
成

、
判
例
地
門
リ
自
治
六
六
UE団
九
円
以
J
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ハ
ノ
主
川
？
レ
ハ
ー

γ同氏一
4
j
t

、

E
u
、〆
Z

J

；
J

ー
原
告
は

お
日
る
ヨ
心
主
的
出
品
と
科
カ
代
中
ム
ラ
片
山
肌
く
反
対
ャ
1
3：
見
吹
右
仁
、
与
の
川
U

想
信
条

に
お
い
て
対
J

り
す
る
l
v
場
に
あ
る
全
一
同
幻
校
長
に
つ
い
て
、
重
一
十
、
な
犯
罪
を
犯
し
た
宗
教
的
組
織
の
員
乙
河
乙
よ
う
に
マ
イ
ン
ド
コ

／
ト

υ
ー
パ
さ
れ
七
状
能
lrに
あ
る
者
で
あ
る
乙
い
わ
ん
ば
か
り
の
門
w
げ
の
款
が
い
を
作
成
L
、
こ
れ
を
ー
一
l

符
敦
付
課
程
に
就
学
！
一
の
牛

徒
に
配
庇
し
た
も
の
で
あ
る
〆
で
｝
ろ
、
校
長
ら
を
犯
邦
宥
に
比
信
ず
る
こ
の
F

ふ
う
な
本
れ
授
業
の
刀
法
で
原
告
の
河
指
し
た
汁
性

の
単
重
ν
」
い
司
教
八
日
の
ヨ
的
を
！
活
成
ず
る
の
に
遠
心
市
必
市
民
こ
な
る
子
段
で
あ
る
ζ

許
備
す
る
こ
に
は
到
底
辺
峨
で
あ
る
口
そ
し
て
、
原

告
が
、
L

一
司
の
よ
h

つ
な
技
官

T
設
を
採
用
し
f
こ
と
に
汚
I
て
教
育
行
攻
か
ら
中
／
伝
的
に
訓
告
ー
と
い
司
折
山
内
ケ
↓
受
け
と
と
し
亡
も
、
也

の
教
右
ア
段
に
よ
J

て
原
告

fuRお
ず
救
宵
守
↓
行
う
こ
と
は
何
ら
妨
げ
ら
、
れ
る
も
の
で
は
な
い
司
三
た
、
本
件
M
K
業
に
対
し
亡
市
教
委

が
し
に
上
下
仕
リ
ぷ
住
は
、

地
仁
勺
公
務
長

u
r基
づ
，
、
懲
戒
と
は
呉
九
五
り
、

神
山
訓
告
ザ
刊
で
あ
る
原
口
口
に
ヤ
4

し
て
fmφ
同
一
に
出
的
な
不
利
ぷ
ど
も

に
ら
さ
は
い
信
導
d
h
u
－
一
む
措
置
で
為
る
、
」
と
が
明
ら
か
で
み
る
υ

一

客
車
恥
古
川
裁
千
成
一
ト
ぃ
ι

一月一

h
J
l
刈
決
、
判
例
采
半
郡
司
教
）
は
、
1

挫
プ
品
人
？
？
斗
J

徒
、
告
に
白
i
牲
の
当
卓
と
い
う
こ
と
を
教

ん
る
門
的
で
－
…
勺
た
と
し
て
も
、
こ
の
ト
士
、
ノ
同
事
実
に
反
し
て
他
者
の
わ
田
川
を
致
指
寸
る
、
一
と
は
、
教
関
心
J

川
辺
未
に
問
「
る
w
灯
油
円
旦
の
純

凶
を
越
え
る
も
の
で
あ
3

て
、
『
必
宴
か
つ
合
坦
的
な
綬
子
、
」
と
い
弓
こ
と
は
で
き
「
、

d
F
れ
な
い
も
の
と
い
》
つ
べ
き
で
あ
る
に
と

〕
て
控
訴
J
b
v
A
4
f
M
司、ぷに

止出向？湾；O) L＇」iト口同日1

問
1

起
の
所
持

公
V
7
中
学
校
教
師
h
r

一
一
庁
や
り
人
不
足
利
心
回
収
後
の
店
業
に
お
い
て

け
の
丸
・
討
が
代
数
ム
亡
に
し
γ
う
れ
る
上
A

約
十
円
服
・
叶
岡
山
考
停
止

と
ρ
う
や
タ
し
き
侍
州
立
川
、

I

l

t

J

j

l

I

 

オ
ウ
ム
山
日
注
教
と
共
な
ら
な
い
、
日
ど
と
記
載
L
U
J
（
ワ
リ
ン
ト
を
配
付
L
授
業
を
行
っ
ー
一
こ
と
ー
ス
ノ
き
、

学
校
お
よ
び
恥
の
信
用
主
若
し
〈
傷
つ
、
「
た
な
己
と
レ
う
遊
山
で
抗
出
処
分
を
受
け
た
と
工
つ
主
主
（
以
下
、

本
件

、ζ
い也、
1

ノ）、
h
h

L！メ人民半、目白181' 1Z11〔2り12.



店
法
、
干
の
続
』
か
つ
も
興
味
深
い
ヘ
型
を
含
ん
で
い
る
c

す
な
わ
ち
、
ト
ヘ
件
の
法
的
↓
計
姉
い
仇
川
町
、
二
L
は
、
－
可
法
ふ
ハ
条
の
「
教
育
を
受

叫究ノ I-

け
る
怪
引
刊
に
い
う
孜
一
円
こ
は

Jfか
が
、
決
め
手
ニ
ヘ
せ
る
と
与
え
り
れ
る
の
で
あ
る
υ

事
実
関
係
に
つ
い
て
は
も
そ
ロ
り
副
り
か
に
ー
な
い
が

当
一
政
教
師
の
意
凶
は

は
長
の
J

指
ボ
心
不
町
’
J
を
生
徒
に
呼
び
か
け
る
も

の
で
は
な
〈
、
生
従
各
rゴ
が
円
分
け
判
断
で
、

け
心
丸
・
1
仁
刀
代
に
ど
う
い
う
密
度
を
と
る
か
を
決
め
る
べ
き
で
あ
る
と
諭
す
こ

f
r

占
め
つ
に
も
の
こ
仮
定
一
9
7
Q
U

さ
ー
と
あ
る
、
r
、
す
れ
ば
、
火
判
的
川
思
考
力
の

L
亡
、
そ
の
た
パ
の
の
い
わ
ゆ
る
一
民
（
同
教

神
一
と
し
て
身
近
な
L
ぜ
ノ

l
ト
で
あ
た
校
長
の
指
示
を
取
れ
Y

一
け
た
と
も
レ
え
、
そ
の
哀
材
選
抗
日
か
は
敢
脅
で
ゐ
コ
た
か
は
と
も
古

く
と
し

t
、
収
場
校
仰
の
専
門
前
裁
日
の
ん
組
閣
内
と
レ
え
ゐ
よ
う
に
も
忍
わ
、
れ
司
令
c

似
方
で
、
次
育
委
円
以
公
心
校
長
に
J

九
す
h
之
が
不
は
、
ヴ
習
指
持
前
久
子
川
和
掠
何
章
一
川
J
別
活
必

、
J
J

、T
L

い

1
4
L
V

一
入
学
式
や
カ
i
業
式
な
ど

に
お
い
マ
は
、
そ
の
店
主
花
を
同
町
ま
、
九
、
州
統
吉
担
問
識
す
る
と
と
も
へ
倒
欣
を
汗
閉
す
る
よ
弓
指
山
与
す
る
も
の
1
ぐ
す
る
一
と
さ
れ
J

い

る
こ
と
を
実
行
し
七
に
「
ぎ
必
い
と
も
一
斉
い
う
る
わ
一
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
全
凶
一
待
の
学
戸
間
導
要
訟
を
教
育
現
場
で
順
守

ー
る
こ

2
は
、
憲
氏
二
六
条
の

1

救
苛
’
v
受
け
る
権
利
」
～
円
台
ま
れ
る
、
教
代
円
心
機
会
均
M
T
d

（
り
袋
詰
川

」
そ
ず
れ
、

U
A
工
そ
教

有
を
受
け
る
梓
利
を
侵
害
「
る
3
0
の
で
は
な
い
こ
と
に
た
ろ
う
－

こ
の
、
ぞ
つ
に
い
ム
件
で
け
、
批
判
的
思
考
1
ん
の
納
長
を
巨
布
、
〕
た
現
場
教
師
（
ム
円
高
山
口
）

と
、
合
一
凶

叩
げ
の
孜
古
内
容
の
伝
達
を
ド

指
’
ぷ
勺
斗
中
れ
i
j
パ一伐長〆｝の、

い
ず
れ
が
花
し
く
生
従
の

町
長
現
す
る
も
の
で
あ
つ
に
の
か
、
H
V
v

間
？
わ
れ
て
い
る

「
教
育
を
受
け
る
権
利

の
で
あ
る
わ
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2 

い
う
公
教
J

日
に
お
け
る
二
つ
の
変
請

ー
）
竹
山
一
f
校
教
育
の
特
川
特
性

中
f

干
校
乙
い
ろ
売
務
次
〆
百
課
税
に
お
い
て
は
、

方
で
は
公
教
斥
の
八
十
M
門
的
与
一
性
、

内
容
的
中
I

J
リ
性
が
要
訂
さ
れ
る
ζ

午
色
に
、

他
J
万
C
は
中
ノ
k
の
は
じ
決
定
技
Hγ
ぜ伯いいば
TJ
ペ
ノ
＼

ヨ
パ
品
川
的
問
題
に
対
L
q
J

る
独
一
円
必
叫
一
的
叶

YJ力
。
一
前
↓
由
A
p
h
M
h

本
め
ら
れ
る
口
川
者
を

八十

E
Fい
均

糾
い
の
要
ム
戸
、
絞
名
を
ー
か
ム
吋
お
忍
拶
ワ
力
祢
一
妥
一
り
民
詰
i

こ
一
呼
ぶ
ご
と
こ

こ
の
つ
の
受
話
は
、
場
合
に
よ
り

正
函
か
ら
ぶ
パ
カ
わ
う
る
も
の
で
あ
打
、
向
者
を
再
烹
十
ひ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
レ
、
と
い
う
こ
ー
と
が
巾
学
校
校
育
を
伐
の
外
日
以
訓
引
な
も

の
に
し
亡
い
マ
句
、
こ
μGL4ri
、h
－
れ
る
じ

士
一
一
全
倒
的
幻
一
性
心
要
請

九
ワ
い
J

に

九
条
が
保
渇
「
る

「
数
人
守
主
没
け
る
権
利
L

は

心
経
力
に
r
山
じ
て
等
し
く
人
裕
士
発
返
さ
せ
る
こ
じ
〆
を

個
々
の

し
て
保
守
沖
レ
、
反
匿
と

L
C
凶
家
に
合
法
人
権
JY
実
現
d
ム
ヰ
見
務
J
U
t

設
す
も
の
で
あ
る
J
教
代
門
は
了
八
了
八
（
り
M
l
徒
を
い
何
事
や
と

亡

「
ぃ
炉
カ
ド
V
U
じ
て
宅
、
〕
〈
」
行
わ
れ
る
べ
き
v
も
の
で
あ
る
が

与
の
到
口
止
［
忙
し
僚
は
年
齢
に

U
3
三
I
L

張
、
本
J
C

れ
る
一
定
心
存
続
的
ぷ

棋
で
あ
る
こ

t
ゃ
必
要
と

F
る、

J
3
t
よ
り
何
人
の
成
良
川
泊
料
ゃ
完
成
主
れ
る
人
格
の
タ

f
プ
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
れ
、
均
一
の
教
育
ピ

止出向？湾；O) L＇」iト口同日1

主
1
d

む
去
の
で
は
な
い
っ
し
か

L
江
が
口
、
公
切
れ
台
に
は
次
位
代
の
4

権
者
凶
民
（
公
民
一
を
量
一
米

T
q
乙
い
う
は
説
（
公
民
救
ω円）

が
あ
り
、
庁
、
の
紙
五
か
ら
も
一
だ
の
到
達
浅
心
主
刊
を
設
け
る
こ
と
は
士
山
U

作
が
予
定
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
ラ
さ
ら
に
、
教
育

九
百
は
い
わ
ば
川
比
三
ヨ
際
ζ

い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら

佐
々
の
宇
佐
心
待
力
拍
子
に
よ
っ
て
到
達
浅
に
い
点
異
が
じ
る
ζ

は
い
え

教
山
円
九
勺
存
ー
の
も
の
は
九
市
い
一
律
z
f
心
不
則
と
す
る
ご
；
h
J
、
教
育
の
際
会
均
等
中
保
除
す
る
う
え
で
不
円
欠
心
安
前
と
い
う
べ
き
で
あ

る

L！メ人民半、日：／三183'JZ！＂〔2り12.



一
l
J
「
批
判
的
思
考
力
洞
廷
の
主
請

了
ヘ
〉

1
A
L

J

i

J

L

ぃ

叫究ノ I-

以
L
L
の
士
つ
に
、
公
孜
一
円
に
お
い
て
は
「
全
凶
的
均
性
」
が
な
に
ζ
り
ー
も
必
要
で
あ
る
こ
と
は
論
か
γ
ま
た
な
い
〉

’）か

L
な
が
っ
他
方
で
、
ず
て
に
述
べ
、
た
よ
う
に
、
一
り
わ
け
中
学
投
こ
い
ミ
発
注
段
階
に
お
い
て
は
、
当
徒
が
円
い
ペ
ミ
岡
山
考

L

定
（
り
克
識
や
持
ち
う
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
れ
叫
立
円
以
考
々
の
民
社
す
す
も
ま
た
、

M
A
数
台
に
と
ぺ
て
心
不
円
欠
の
変
前
と
い
う
べ
き
で
あ

る
口
以
ゼ
な
ら
、
「
で
に
述
べ
た
よ
h

つ
げ
い
、
救
人
↑
キ
九
八
丈
げ
る
強
利
一
は
次
世
代
の
、
一
丁
権
者
同
一
氏
z
ぜ
庁
て
る
と
川
う
側
面
を
有
す
る
の
で
あ

り
、
そ
の
h
J

め
に
は
物
宅
を
日
ヘ
刀
で
与
え
他
人
ハ
セ
コ
か
却
す
る
と
い
F
1

意
味
で
の
、
批
判
的
思
与
ね
の
凶
義
、
い
孜
育
現
場
に
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
か
ら
で
た
る
＝

（

4
Y
一
ん
l
国
的
均
一
竹
心
作
用
l
t批
判
的
思
考

U
むし
A
義
と
の
調
和

そ
こ
て
問
題
は
、
一
」
り
見
乎
肩
「
ず
る
一
つ
の
亙
宮
前
七
、

い
か
に
詞
h
刊
さ
せ
る
か
と
い
う
こ

2
で
あ
る
〈
l

凶
一
律
数
人
守
の
系
の
卜

に
、
市
た
る
凶

的
知
識
の
苛
め
↓
込
み
教
汗
が
一
円
十
当
化
さ
れ
る
も
の
で
は
と
，
、

攻
山
川
教
師
の
で

批
判
的
思
〆
J

力
育
以
心
々
亡
の
下
に

制
的
品
川
値
観
の
昨
し
付
け
が
王
？
「
合
さ
れ
る
も
の
で
J

川
、
た
い
、

会
凹
的
川
町
吋
性
心
妾
訂
は
、

羽
品
川
一
教
印
、
引
牧
与
が
み
教
科
帯
、
学
問
什
山
門
前
ザ
い
ぷ
領
や
、
そ
の
具
体
的
な
救
ム
H
方
法
に
つ
い
亡
の
文
部
科

学
省
か
円
J

心
指
尋
・
川
市
出
迂
に
則
一
コ
r

，G
一
授
業
を
し
う
と
土
＼

お
の
ず
／
一
述
「
仇
さ
れ
る
ロ
ま
た
、
批
判
的
思
考
力
の
沼
長
・
育
成
は
、
況

助
教
師
が
宇
佐
に
山
発
的
・
批
川
川
的
な
思
考
J
Y
J打、

2
一
こ
を
J

誘
い
、
出
り
す
ら
k

衣
料
y
し
す
る
判
定
の
手
作
ヤ
一
円
心
得
H
J
に
つ
い
亡
、
手
ま
ざ

ま
の
校
」
H
n
h
v
いJ
J
3

ず
介
」
パ
ハ
に
快
引
川
e

人
一
位
川
を
行
う
、
一
乙
に
よ
ご
く
、
は
じ
い
の
て
一
可
能
〉
〕
は
る
口

そ
こ
で
、
八
十
一
別
的
均
一
い
ね
り
採
れ
怖
い
〈
批
判
的
思
考
h
M
d
仰
さ
」
は
、
学
問
い
指
導
要
領
有
に
よ
る
教
育
刈
存
の
出
的
枠
づ
け
ζ

、
羽

け
%
教
駄
の
専
門
前
放
出
干
し
の
裏
切
は
組
み
ム
ロ
わ
せ
に
よ
っ
て
の
み
、

h
川？
J
V

司
依
で
d

め
る
と
工
つ
マ
さ
い
に
あ
r
匂一

'Piえ人法学； GI 、：sIS込j キ；2)6 [2υ12, 1、



3 

つ
の

ν一
一
請
の
調
和
の
l
H
ハ
バ
神
的
な
主
り
稔

ー
）
知
誌
と
判
、
考
の
い
別

そ
れ
て
は
上
記
の
二
つ
の
安
一
同
の
閣
の
調
和
は
い
か
に
だ
羽
さ
れ
る
べ
き
ご
あ
る
か
J

教
育
｛
「
ロ
ド
て
は

い
が
識
の
伝
授

2
日

γノ
カ
什
ー
～
訓
純

、

f

、ト
v
h「
l

仮

釘
説
教
廿
l

ζ

…ド
J
h

一、似ト

一
日
、
宅
投
、
「
と
昨
ぶ

つ
の
謀
説
h

M

M
む

L
てーパ司令
ζ

考
え
る
ャ
ア
と
が
で
き
よ
ろ
。

u
r
t
誌
か
あ
ゐ
二
と
小
沢
J
1
～
常
で
あ
る
の
に
刻
し
て
、
出
υ
サ
ワ
に
は
必

ず
し
も
正
お
は
な
く
、
む
し
ろ
各
人
名
枚
に
独
自
の
価
慣
矧
の
下
で

か
つ
他
人
に
ー
と
円
と
も
況
判
約
な
坦
山
を
行
っ
た
霊

目
し
た

与
が
良
し
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
司
に
日
誌
と
泣
考
ー
と
は
、
お
よ
そ
異
質
の
治
体
ρ

用
て
あ
る
と
い
レ
う
る
か
、
救
宵
は

そ
の
い
ず
れ
ど
も
巾
心
的
な
可
流
出
と
し
て
内
包
し
て
い
る
の
で
あ
る
F

知
識
と
y

い
え
る
だ
行
む
教
育
は
い
江
一
L
く
、
「
山
宅
一
古
川
町
、
え
ゐ
だ
け

の
山
中
校
よ

1zlwιι
、
）
い

知
識
教
育
の
土
問
印
紙
い
と
思
考
教
育
、
り
個
別
性

一
」
乎
7
一
ち
知
設
の
ー
日
綬
の
側
面
に
つ
い
て
は
、

し
い
う
も
の
が
存
続
的
性
絡
を
主
「
る
4
の
ご
あ
り
、

ま
た
特
心
の

知
識
の
λ
I
H女
夜
に
つ
い
て
は
一
｛
必
の
呂
続
的
な
辻
、
叩
日
小
ぷ
安
で
あ
る
こ
γ
と
か
ら
、
九
回
一
律
の
知
識
の
伝
迂
が
な
さ
れ
る
べ
＃
で
あ
る

止出向？湾；O) L＇」iト口同日1

／
）
考
え
る
い
わ
ゆ
匂
「
叶
試
み
主
き
そ
九
一
ば
ん
こ
い
、
、
主
命
的
救
出
円
内
科
は
、
ま
さ
に
金
目
的
引
性
の
要
訂
の
下
に
、
別
域
三
一
、

現
助
教
師
の
教
育
凱
を
超
え
に
斤
1

徒
に
p

伝
え

y
fれ
る
べ
き
J

ネ
の
と
あ
る
わ

、
ア
れ
に
対
し
て
、
思
考
力
の
訓
株
、
、
い
う
州
問
而
に
つ
い
て
も
、
教
師
の
救
出
円
ー
の
弐
詑
に
は
征
人
J
L’h
M
d
の
り
う
る
か
ら
、
そ
の
よ
う

な
恒
人
宗
寺
｝
絞
和

rJる
ー
～
め
に
料
品
育
γ

刀
法
の
統
一
が
は
》
ら
れ
日
付
れ
ば
は
ら
な
い
場
合
点
忘
り
う
る
こ
と
は
認
め
ら
札
る
口
し
か
し

般
的
に
ぽ
i

む
し
ろ
、

現場川町内
λ

慌
が
沼
々
の
パ

1伎
の
也
与
力
の
秤
反
や
長
男
乞
け
ん
桜
山
rJ

宍
m
h一、
よ
い
吋
門
前
～
坑
口
県

JUEEA
切
に
行

Lh」
7
h
M
P
D
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イ史

の
思
考
力
を
鍛
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る

2
考
子
り
れ
る
じ

叫究ノ I-

救
ム
け
に
は
知
識
の
p

伝
授
と
思
考
々
の
訓
糾
の

側
面
が
あ
令
。
そ
ー
ぶ
11
、
山
者
に
は
ん
図
的
匂
一
目
が
ポ
め
ら
れ

以
L
L
の
士
つ
に
、

る
が
、
後
者
は
札
場
款
一
郎
の
専
門
的
決
E
一
の
地
切
な
J
仁
使
に
d

っ
て
侶
別
H
、
体
的
に
古
川
仇
さ
れ
る
べ
、
台
性
質
の
J

も
の
で
あ
る
υ

こ
の
－
寸
つ
に
教
育
ム
J
Kに
L

忠
誠
け
仇
授
と
思
考
力
の
訓
川
聞
こ
い
、
「
二
つ
の
神
認
を
一
Z
M加
す
る
な
ら
ば
、
先
に
述
ベ
ー
一
全
辺
約
幻
性

を
確
保
す
べ
き
ヤ
；
は

国
仙
寺
力
の
訓
練
こ
い
事
内
部
分
に
つ
い
て
は
む
し
ろ
、

刊
州
場
教

の
伝
授
と
い
う
部
分
に
特
げ

れ

輔
の
専
門
的
救
豆
に
基
本
的
に
は
委
ね
ら
れ
る
？
ざ
ー
に

と
し
う
こ
と
に
な
る
F

rf什
：
と
知
識
教
育

E
J
J救
与
の
比
中
山
i

川
市
一
肉
、
公
教
育
の
h
J
F
4
が
進
行

1
る
ご
と
に

救
J

汁
全
体
に
し
め
る
f

川
議

む
割
合
が
相
対
的
に
減
少

L
、
思
考
rけ
の
ぷ
綜
心

割
合
が
相
対
的
に
J

品
川
「
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
え

E
L
と
り
わ
け
牛
下
校
孜
台

な
か
で
も
そ
の
し
局
地
J
K

に
お
い
と
は
、
R

同
院

公
知
識
の
伝
活

ru必
要
で
あ
る
が
、
他
ん
で
義
務
教
行
の
似
終
段
附
で
為
る
」
と
か
ら
、
F

円
律
的
と
個
人
へ
と
成
長
ず
べ
〈
長
考
力
（
U

訓
料
が
そ
れ
士
で
以
ー
に
必
安
で
あ
一
？
ー
と
推
測
さ
れ
る
こ

4 

教
育
山
刊
行
、
こ
し
て
の
回
抗
日
数

ー
）
知
誌
と
し
て
の
問
民
同
次

戸
川
わ
一
件
歌
川
氏
の
制
定
に
よ
り
、

円
の
丸
・
君
が
代
の

R
F
J
E歌
と
し
マ
、
心
位
阿
づ
け
が
実
定
法
に
よ
っ
て
町
七
さ
れ
に
の
は
、

ど
山
J
A山
で
は
な
い
。
そ
こ

C
、
八
ヱ
司

件
れ
い
の
釘
説
教
廿
に
な
じ
む
も
の
〉
「
ぷ
へ
は
の
丸
・
1
4

わ
が
代
り
こ
む
し
さ
な
法
作
上
り
怜
置

つ
日
を
伝
授
ず
る
、
」
と
か
、
り
干
品
川
指
特
製
品
川
、
に
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の

こ
と

P
Eを
と
匂

γ

一

，

'Piえ人法学； GI 、：s186）三ょ汚［2υ12,1、

、
ミ

vζ 



う
ん
）
公
民
投
J

日
と
、
）
て
の
川
崎
一
国
政

叶
叫
に
、
ョ
擦
が
刊
国
民
（
公
民
）
を
育
点
す
る
た
め
一
の
教
育
の
原
と
し
て
、
円
本
凶
と
日
本
同
氏
心
〆
ン
ポ
ル
で
あ
る
同
賦
同
政

を
教
育
内
容
y

ず
べ
き
で
あ
る
、

／
）
い
う
こ
乙
か
ら
、

f
H
記
手
習
指
守
主
泊
の
り
山
寸
誇
泊
所
パ
小
記
、
し
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
、

L
か
L
は
が
ら
、
公
民
教
育
こ
し
て
の
》
i
J

帆
7
A
歌
教
廿
は
、
あ
く
ま
て
佐
〈
y
な
民
手
玉
義
を
担
い
う
る
も
王
F

祉
団
名
甲
山
氏
を
育
成
す
る
ゆ
人

け
貯
の
も
の
で
占
め
る
わ
け
で
為
る
。
一
号
店
わ
か
っ

た
た
訴
訟
ζ

し
て
E
肱
ki放
を
教
え
れ
ば
足
り
る
こ
い
う
も
の
で
は
立
〈
、
わ
か
涯
の

パ斗

uwuド
」
歌
げ
か
シ
、
〆
ボ
ル
と
し
と
怠
味
ず
る
は
ず
の
も
の
で
あ
る
と
、
ご
り
の
、
わ
が
当
の
白
山
で
μ
竺
下
町
な
当
日
本
の
有
り

ww
に
出
町
レ
を
汝

ず
、
｝
と
か
、
、
」
の
場
。
の
正
し
レ
出
歳
出
欣
救
育
、
ζ

レ
う
こ
と
に
な
る
ー

惜
別
言
す
れ
ば
、
凶
江
国
歌
を
た
だ
ふ

fr知
識
、
よ
し
こ
の
み
p

お
塔
寸
る
の
で
は
、
公
民
教
育
と
い
う
飛
車
〈
な
枯
れ
常
利
容
を
欠
訴
す
守
」

と
に
ほ
る
F

小
学
校
段
沿
に
お
い
て
は
、
た
る
い
は
公
兄
救
育
と
い
二
し
も
な
お

国
松
田
歌
に
つ
い
て
の
知
識
の
い
注
に
と
ど
ま
ら

主
る
を
旧
作
h
b
い
で
あ
ろ
う
わ
し
か
し
な
が
ら
、
中
学
校
段
階
の
最
終
日
－
玲
切
に
お
刊
行
る
凶
片
山
凹
散
数
人
勺
は
、
主
権
在
二
公
る
べ

／
デ
円
対
し
て
凶
「
土
、
土
権
の
有
り
川
怖
か
と
え
え
る
と
と
を
、
そ
心
芸
古
J

す
る
べ
き
も
心
で
あ
っ
λ

J

ヘ
三
批
判
的
思
考
の
宏
、
府
と
、
d

て
の
同
期
同
政

止出向？湾；O) L＇」iト口同日1

、L
の
よ
う
に
、
凶
民
工
祐
の
ふ
り
様
、
ニ
切
り
離
し
て
肖
仕
る
司
誠
一
／
7
v
J
I
L

凶
広
田
市
川
を
教
え
る
こ
い
う
こ
と
は
、

rり

陪
に
お
い
て
は
泊
切
、
）
ば
い
い
が
た
い

池
方
で
、
治
時
的
立
考
力
を
件
ば
ず
と
い
う
思
考
殺
す
り
j
引
材
と
し
て
、
ー
庄
は
庄
歌
そ
の
も
の
が
訓
切
て
あ
る
日
に
つ
い
と
は
、
J

パ

ま
ざ
ま
の
い
い
九
併
が
あ
り
う
る
〆
士
三
，
で
あ
る
U

単
位
当
歌
作
一
日
引
ρ
丸
山
川
、
あ
る
い
は
で
の
伐
に
為
っ
て
汽
え
、

日
の
九
・
古
川
I

代
に
つ

批
判
門
前
田
沼
山
幸
の
素
材
と
な
り
う
る
、
一
と
は
疑
レ
な
い
一

十い司て
U
世
論
は
割
れ
て
お
り

し
か
［
な
が
ら

ιパ
人
に
円
J

レ
て
さ
え
い
わ
ば
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個
人
心
制
値
観
の
呉
川
ぶ
に
回
収
【
ん
す
版
7

し
い
汁
バ
王
子
あ
る
よ
う
な
ア
v

マ
は
、

し
う
発
甲
山
過
時
空
一
川
／
守
i

の
思
考
十
ド
ア
主
仕
え
ノ
救

叫究ノ I-

制
刊
と
し
て
右
u
R
味
で
あ
る
か
は
、
疑
問
も
あ
〕
う
る
乙
ニ
y
つ
で
あ
ろ
う
ο

た
だ
L
な
が
っ
、

E
の
丸
・
れ
が
代
ノ
て
の
v
も
の
の
比
刊
的
考
？
を
求
り
る
の
で
は
な
く
、
あ
る
大
人

F
R
の
λ
・
む
が
代
を
y

汁
リ
批

4
目
的
に
作
時
件
、
ず
に
、
上
か
ら
の
命
令
で
あ
る
と
し
て
ミ
に
そ
も
ま
ま
伝
達
す
る
か
の
よ
有
な
振
る
舞
い
を

γ
る
こ
と
を
玄
材
こ
し
て
、

こ
の
よ
ミ
な
府
難
な
一
フ
iγ
と
あ
っ
と
も
斗
力
で
忍
考
L
市
川
皮
決
定
す
べ
き
だ
、
と
い
う
こ
／
）
を
宇
佐
に
陪
ら
円
ょ
う
子
’
る
ニ
エ
は
、

中
v
J

一
平
中
の
最
終
段
渚
で
の
UR
考
教
育
に
な
じ
れ
よ
J

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
c

5 

結

'h 
コq

以
r

を
裂
い
司
る
L

、
日
む
九
・
君
が
代
そ
心
も
の
が
巾
学
一
r
i
j
ほ
J

心
思
考
教
育
～
忠
考
川
か
一
鍛
え
る
救
げ
）

、
ノ
ル
孔

1
4

ニ
ご
f

p

h

、
ム
ョ
D

U
苦
十
と
［
マ

l
t
t
f

ゆ
り
に
渦
ぎ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
で
も
な
お
ゴ
の
九
計
が
代
を
中
な
る
知
哉
と
し
て
の
み
伝
え
る
教
育
は
、
公
口
氏
教
育
へ
！
l
権
者
同

え
な
育
成
す
る
救
汗
）
と
し
て
不
十
分
と
門
わ
ざ
る
を
持
な
い
υ

て
ヤ
」
マ
、
小
竹
原
市
H
F行
っ
と
よ
よ
ノ
た
、
弓
の
1
凡
芯
が
代
を
界
一
凶
が

11
日
止
め
る
海
の
思
考
作
7rを
批
判
的

ryJ祭
の
対
象
と
す
る
と
い
て
ノ
教
育
卜
片
付
法
は
、

ヨ
の
丸
ー
一
が
代
と
い

つ
つ
、
公
民
教
育
な
い

v

思
考
教
育
を
2
4
4
J

一一
h
q
E
J十
一
対
象
と
、
J
て
出
r
A
1
J
る
範
凶
門
で
行
号
、
も
の
と
ー
も
見
な

Z

J
る
の

E
あ
ゐ
し

以
卜
の
鮫
立
か

、
本
件
川
町
内
は
そ
の
現
場
教
師
と
し
て
の
専
門
的
裁
量
を
そ
れ
1
J
h
に
一
。
り
ぷ
く
行
使
、
J

よ
う
に
努
め
た

ーもの／｝
M
F
J
t
？
引
い
る
。
も
っ
／
｝
も
、
去
や
γμ
れ
と
ー
よ
」
の
が
何
々
校
長
の
教
育
ー
の
い
祈
ボ
で
あ
っ
と
と
い
う
刀
に
お
い
て
は
、
牛
徒
判
に
見

向
山
を
川
端
持
、
教
育
効
州
ポ
h
r
減
殺
さ
れ
る
、
ア
乙
円
ー
チ
慰
さ
れ
な
く
も
仕
い
か
ら
、
な
お
そ
の
寺
門
的
裁
量

は
工
ド
ん
の
余
日
制
h
M

丸
り

え
乙
の
で
は
な
い
か
と
、
う
疑
念
も
残
る
が
、

T
V
？？

L
こ
り
店
、
は
専
吋
約
款

z
d範
一
一
均
一
で
の
是
非
の
問
題
に
「
ぎ
な
い
。
協
ヴ
で
、

内
出
崎
正
先
端
で
為
る
校
長
の
お
不
は
、

げ
の
丸
君
、
か
川
げ
と
h
w
う
優
れ
て
泊
へ
の

E
考
に
依
存
「
る
テ
！
？

hv
、
株
史
rL
引
い
な
る
川
議
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の
問
題
、
r

げ
で
片
づ
け
よ
う
と
す
る
も
の
と
も
い
え
、
そ
の
二
と
v
p
t
徒
に
い
っ
去
か
ね
必
い
豆
、
五
」
教
育
効
一
ポ
十
一
除
去

F
る
ミ
乙
吉
、

間
以
告
と

L
て
は
念
凶

L
Lに
の
と
あ
る
か
も
湖
、
れ
な
い
っ

そ
う
て
あ
れ
ば
、
本
恥
は
佼
し
に
こ
札
場
教
師
乙
で
一
貫
性
を
汗
つ
？
J

コ
し
教
育
的
存
に
つ
い
て
、
そ
川
J

E

只
性
を
絞
一
っ
た
れ
一
芹
心
本
件

授
業
刈
存
は

urL
す
る
と
学
校
刈
一

η
救
出
円
件
伏
広
予
や
乱
す
行
ぬ
と
あ
る
よ
う
で
あ
る
も
の
の
、
支
は
校
長
に
よ
る
（
図
的
白
川
心
丸
ψ

E
Uハ
片
山
教
育
に
汁

L
て
し
む
刈
的
見
考
の
宝
山
町
制
円
む
乙
ア
叫
き
、
全
体
と
干
し
て
の
バ
ラ
ン
ス
」
古
川
絞
ず
る
も
の
こ
川
う
見
万
も
り
殺
で
あ
ろ
う
ハ

木
作
処
分
し
は
、
」
む
よ
う
な
全
体
の
文
派
を
け
ん
訳
J

て
お
り
、
ま
た
、
将
米
に
わ

r
っ
て
い
校
長
に
よ
る
不
必
切
な
対
一
一
台
有
4

容
の
伝
達
を
瓜

け
%
教
駄
が
元
疋

L
、
パ
ラ
ン
λ
士
同
門
復
し
と
一
ゆ
く
三
と
宮
出
品
枇
云
も
の
と
す
る
か
ら
、
数
百
／
行
政
r

一
の
処
分
と

L
て
は
、
そ
の
正
叫
谷
、
九
r

れ
る
同
町
川
川
jhp
尚
一
脱

L
て
い
る
の

t
は
な
い
か

こ
λ
－J
ーによゅの司令

九

表
現
の
戸
山
J
」
ブ
一
フ
イ
ハ
シ
｜
｜
「
裳
ビ
デ
オ

の
紹
介
記
事
を
素
材
と
ー
モ

ハ
ノ
訂
円
の
ひ
ぎ
り
で
前
主
JY認
詳
し
た
u

J

も
う
一
社
に
刻
一
o
J
Q
H一
一
心
川
河
同

（
判
寸
前
集
十
本
校
載
）

店主
ノ

フ
/ 

ノミ

ー／

侵寸±
). 
ど
二九d

"''' ふう
寸？
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ι下
は

か
つ
て
ア
ダ
ル
ト
ピ
ア
オ
ピ
多
数
出
、
内
〆
た
が
現
在
は

性
行
為
や
性
出
い
一
以
か
げ
左
京

般
市
民
の
女
性
士
山
は
わ
ノ
上
げ
、

L
て

L
な
い
い
わ
ゆ
る
哀
ピ
デ
才
に
釘
け
る
彼

K
の
姿
態
を
F
人
’
土
支
出
州
に
記
地
下
ν
凋
一
刊
誌
に
掲
設

L
子
J

山
版
社
一

と
な
り
什
々
叩
ヨ
攻

止出向？湾；O) L＇」iト口同日1

り
、
こ
の
久
性
が
慰
謝
料
の
y

人
払
い
を
求
め
に
訴
訟
の
審
点
尽
ヤ
ボ
裁
に
二
ロ
ロ
一
ヘ
午
春
に
提
出
1

）
た
t
E
［
一
皇
内
、
あ
る
」

一
什
に
付
す

る
弐
忠
治
裁
い
一
r
k
一
八
ノ
リ
ム
η
月

一一
U
判
決
（
判
例
止
川
市
一
九
六
サ
じ
こ
は
〆

山
川
、
ソ
一
ノ

f
パ
シ
ー
伝
寄
与
を
認
め
、

コ
ー
η
J〉

（

1「
十

ir

部
認
存
で
為
っ
た
。
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叫究ノ I-

ぃ
点
判
仙
の
出
日
と
ブ
ソ
ィ
パ
シ

ー

は
、
と
も
に
悩
人
の
掠
般
に
奉
ペ
ト
J

令
本
む
ご
あ
り
む
が
ら
、
1

1
 
υ
 

フ〕「ワqν 1
 
5
 
l
 
G
 

h

ナ
十、f八

町
内

何
者
の
v
和
共
打
い
の
た
め
に
は
明
確
な
境
卯
い
竹
村
が
小
刊
か
へ
で
あ
る
か
、
で
の
謀
忍
は
立
法
に
よ
っ
て
は
果
た
さ
れ
ず
、
川
町
珂
乙
原
注

の
い
市
川
ぺ
じ
同
体
の
ぶ
つ
か
り
合
J

の
形
で
、
館
山
川
主
U
M
m
k

こ
り
司
法
に
ふ
る
解
決
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
ハ
も
乙
よ
れ
判
例
（
り
品
請
が
な
い

わ
円
と
は
な
い
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
持
の
慨
念
の
陵
味
さ
の
校
も
お
三
！
、
、
市
下
乙
子
、
〕
に
、
表
現
心
主
的
と
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
伝
説
、
r

の

最
大
川
恨
の
h
川？ぱ

と
が
そ
の
都
投
発
見
さ
れ
な
け
れ
ば
ほ
ら
な
い
杭
命
に
あ
】
ゐ
と
レ
、
え
よ
う
ー

本
音
一
九
世
田
は

、
」
の
一
般
お
な
砕
山
市
川
伊
持
見
な
宇
例
で
一
同
わ
れ
亡
レ
る
う
l
ス
と
し
亡
、

tw庁
係
問
中
心
い
わ
中
る

土
中
甘
口
）
ワ
オ

川
和
介
記
事
中
め
く
る
出
謝

JL沼
ぷ
訴
訟
を
素
材
と
し
て
取
η
一
げ
与
祭
「
る
も
の
で
あ
る
ν

本
河
原
江
戸
の
五
七
氏
優
が
か
っ

版士
U

L
民十円
R
L
た
ー
ダ
ル
ト
ピ
ヂ
オ
む

弘
、
ド
デ
オ

一、以

F
、
「
本
件
ピ
ヂ
オ

l
L

い
う
c

本
人
、
り
〕
同
意
も
な
く
、

ま
ー
に
性
恭
や
柱
交
の
実
行
d
J
V
L
f
h
u
わ
い
せ
つ
な
表
収
均
で
あ
る
）

に
つ
い
て
の
、
本
件
被
住
湖
雑
誌
に
よ
る
一
計

州
制
な
紹
介
。
論
汗
記
事
（
円
以
卜
、
「
ヂ
件
記
事
と
い
う
）
は
、
は
た
し
て
除
片
一
元

ι優
の
ブ
？
イ
パ
ン
i
惨
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ

ザハ

vhN、一
の
山
町
田
は
、

向引一
J
h
弔
半
ノ
fi

の
、
？
荻
に
J

U

M

れ
て
い
る
が
、
さ
ら

の
一
品
↑
パ
一
山
に
分
解
さ
れ
る
ν

（
本
刊
行
為
の
y
一
フ
イ
パ
、
ン
、
件

そ
J

h

J

4

カ
メ
プ
の
、
目
立
F
u
b
れ
ず
九
川
町
ハ
バ
の

述
の
性
的
ノ
イ
為
（
以
「
、
本
件
pf

川
門
司
」
と
い

は
「
ァ
ラ
イ
パ
ン
3

じ
は
席
司
、
d
な
い
の
か
、
て
れ
と
も
本
人
の
可
主
を
欠
〈
性
雨
や
性
父
刀
パ
ー
た
’
パ
寸
と
映
像
化
は
や
は

り
プ
ラ
イ
バ
シ
権
一
り
侵
宇
ハ
に
桔
レ
」
ず
る
の
か
ハ

,, 

い
引
泌
に
よ
る
ブ
？
イ
パ
シ
性
の
獲
’
一
H
U
有
川
）
似
に
似
ヨ
門
の
当
該
行
為
h
I
長
影
時
に
は
J

ノ
一
ア
イ
パ
シ
性
を
欠
い
て

十
い
司
た
と
し
て
も
、
F

い
抗
優
主
廃
業
し
て

市
民
と
し
て
止
前
し
て
い
る
ん
1

け
の
同
小
川
け
と
の
渋
涼
で
は
、
時
の
給
付
叫
に
よ
れ
プ
ラ
ノ
パ
ン
l



性
が
備
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
吋
徒
で
あ
る
の
か
c

主苫

（
紹
介
・
晶
一
計
記
事
に
も
ロ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
心
点
人
円
）

以
上
幻

（1
）
な
い
t
u
f
z
）
に
お
い
し
本
件
「
古
都
ピ
デ
寸

1hlv

町小
μ
江
の
ァ
ラ
イ
パ
、
ン
、
誌
を
俣
市
い
ず
る
J

伐
の
で
あ
る
二
」
い
得
た
／
一
し
て
、
本
科
記
事
の
よ
う
な
沼
ヘ
バ
・
論
許
記
事
も
ま
た
抽
昨
日
一
の

プ
ラ
イ
バ
シ
権
を
侵
害
す
る
も
け
い
〈
一
斉
ど
れ
る
か
n

川一一
T

で
は
、

ャ
れ
h
，
に
つ
き
z恥
も
言
説
、
と
田
言
わ
れ
γ
Q

以
に
考
察
す
る
。

2

1

、1

1
t
－

zlIA｝

4
4
1
iし
♂

一
’

i

d

I

じ
令
件
行
持
ハ
V
T
一Y
ノ
パ
、
ン
l
常
心
布
川
口

一
い
っ
レ
て
は
、
節
、
と
ど
っ
外
部
に
露
出
し
た
部
伏
の
汚
常
に
つ

十
い
司
て
訂
柄
引
な
議
T
7
を
行
っ
た
レ
わ
A

山げる
q
ア
ル
小
説
が
モ
デ
ル

、
表
尻
川
刈
ι
h
4
J

ハ
ザ
ブ
ラ
J

パ、ン
l
権
等
心
人
格
濯
の
円
い
は
丙
に
あ
ド
る
と

さ
れ
た

事
件
心
東
京
高
判
（
川
T
J比
一
一
午
一
日

じ
何
一
号
六
八
円
八
）

お
よ
ひ
原
審
セ
支
持
し

石

r

ゎ
ρ

日
判
何
時
恨

に
最
一
小
判
（

γ成
一
匹
h

一
九
月

匹
U
Iい
何
時
誠
入
門
〉

な
ら
び
に
い
わ
ゆ
る
和
歌
山
苛
カ
レ
l
事
件
の
被
合
人

立
主
ヘ
ヘ
一
円
つ
、

が
よ
佑
廷
内
で
了
寸
eu
冠
制
恒
松
川
科
を
つ
け
ら
れ
た
様
子
ど
f
ラ
ス
ト
て
公
表
し
た
緋
誌
「
同
事
が
被
告
人
の
人
俗
的
利
益
を
侵
中
「
る
1
／
宍
れ
た

ね
歌

H
毒
カ
レ
i
事
件
以
延
，
A
1
7
7
、
ト
市
中
件
間
取
一
小
判
（
平
成
一
仁
平

月
一
ハ
j

〉
は
〕
へ
装
苛
ん
r
匂九川一
f
t
凶
一
八
fhJ
が
参
考
ど
な

ザハ
V
L
」
川
U

わ
れ
ワ
Q
ご

ま
た

時
の
経
過
に
p
t
G
ブ
ラ

f
ハ
γ
i
什
の
獲
得
の
有
川
県
）

ノ
シ
ア
ィ
ク
ン
ョ
ン

『
寸
法
牝
P

事
作
涼
一
九
4

こ
J

バ♂
L
斗
J

品、

j
f
げ

L

v

f

v

止出向？湾；O) L＇」iト口同日1

ハ
4
二
川
月
八

E
民
集
M
八
F

笠
一
日
四
九
f

国
（
）
が
も
と
よ
り
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

（総人リ
a

論
評
記
事
に
よ
る
ブ
プ
イ
バ
シ
ー
持
侵
害
の
小
山
崎
百
〕

に
つ
い
て
は
、
小
手
－
伐
に
お
け
合
通
知
表
の
公
布
キ

く
ら
い
J

に
（
3

け
昨
戸
、
る
お
η
引
に
つ
、
JF教
員
、
コ
の
氏
名
・
作
オ
・
電
話
え
い
に
勺
恒
例
、
を
つ
μ
載
し
小
人
批
判
的
内
容
の

E
ア
を
配
k
し
ゃ
者
の
行
為
に
つ
き
、
論

計
の
岐
｛
九
お
さ
ま
っ
て
、
る
と
し
に
名
川
／
仔
バ
ロ
バ
の
成
立
中
心
「
一
定
し
、
池
万
で
氏
名
川
う
の
記
載
に
－
士
。
私
宇
治
む
J
T
穏
な
2
の
人
格
的
利
一

に
つ
い
て
ぽ
肯
定
し
た
越
川
去
泌
氏
北
判
ピ
一
フ
長
作
尽

、♂久

子；l十

小
判
（
川
ナ
成
五
年

月

川
氏
集
団
一
巻
一
号
一
二
と
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）
糾
刊
行
為
お
よ
び
性
川
市
の
箔
与
と
沈
没
糾
引
け
京
存
在
に
つ
い
て

本
刊
行
為
ト
fι

フ
ラ
イ
パ
、
ン
ー
は
馬
ず
る
、
｝
／
一
に
依
’
ち
三
聞
に
、
ま
す
わ
い
せ
つ
表
現
と
去
羽
の
ゴ
出
心
深
係
；
ぃ

の
主

H
T〈
刊
湿
の
銅
山
内
’
カ
ら

崎
中
行
局
、
ぺ
九
一
口
仁
川
1

訴
の
映
像
衣
現
口
火
慢
の
演
校
で
あ
る
か

と
い
一
フ
い
門
…
に
つ
レ
ザ
よ
明
、
れ
と
お
お
じ
た
レ
。

工
つ
ま
で
も
な
く
役
布
、
β

刀
メ
ラ
の
、
川
で
r什
っ
た

im校
そ
の
も
の
は
、
演
波
布
と
し
と
新
得
し
う
る
力
、
Z
L

の
公
配
rL
演
技
者
ー
L

し

て
同
意
す
る
か
と
い
う
七
問
題
が
め
匂
と
し
て
も
、
そ
ー
も
そ
も
プ
一
プ
イ
パ
ン
！
絵
心
同
護
C
U
I
－
設
と
は
な
り
ス
な
い

い
わ
ゆ
る
ア
タ
ル
ド
ピ
一
ア
オ
の
顎
に

huiVQKJ慢
の
作
行
為
・
性
界
心
映
像
表
現
は
、
プ
一
ノ
イ
パ
ン
l
性
心
布
川
以
前
に
、
衣
恥
’
打
ム
句

と
L
C
Fわ
め
て
持
株
で
あ
り
、
通
常
心
残
悩
や
け
V
4
1
h
に
お
け
る
役
苦
心
済
技
と
は
、
以
ド
、
り
ト
刊
に
お
い
て
相
当
に
町
内
公
っ
て
い
る
ハ

rjと
わ
ち

役
有
心
、
伊
技
h

あ
く
ま
で
則
一
一
や
か
ぶ
寸
劇
作
り
役
な
け
き
り
、
全
体
と
し
ー
の
作
品
り
メ

γ
中

i
ず

J

を’
PF
パ
え
る
f

め
の
手
段
に
す
ぎ
FJ
、
そ
の
た
め
の
皮
情
で
あ
る
こ
こ
は
い
う
ま
で
も
き
い

「
氾
去
の
演
技
」

ま
さ
に
閉
校
が
ぶ

こ
し
い
う
十
九
現
は
、

ウ
八
点
慌
で
あ
る

cい
る
し

一
づ
し

p
」
↓
叶

J
ν

一rfL
、

弘
、

2
f
v
メ
7

－

ア
ダ
ル
ト
ピ
ゾ
：
フ
ピ
お
け
る
ん
八
僚
の
性
戸
仁
為
は
、

い
ろ
い
乃
場
面
設
定
や
演
出
が
引
え
ら
れ
て
ド
る
に
L
てーも、

性
行
為
そ
の
本
幻
で
あ
る
。
性
行
為
に
「
怠
掛
川
な
ど
あ
り
え
ず
、
役
と
し
て
の
殺
人
は
フ

q
ケ
シ
ン
に
す
ぎ
な
い
が
、
役
こ
し
て

C4め
3
f
i
u
性
行
ハ
リ
は
ボ
ア
宇
へ
そ
の
？
も
の
で
あ
る
ハ
も
？
っ
ん
約
ノ
仁
品
も
作
戸
中
－
U
必
扶
、
的
な
ご
J
i
シ
と
し
て
渋
川
河
ふ
り
対
象
ζ

以
る
、
ア
乙

も
ゐ
り
う
る
で
あ
ろ
た
n

し
か
し
、
立
が
ら
、
性
交
そ
の
も
り
、
性
器
そ
の
J

凸の－
d
拍
ド
J

は
、
そ
の
一
指
一
V
がリ
r
片
山
押
九
体
の
な
か
で
一
V一
ら
か

の
む
味
を
よ
判
ず
る
か
4
か
と

に
、
そ
も
そ
4
J
C
引
ー
な
ゐ
事
す
ん
の
描
ウ
に
す
ぎ
な
い
乙
モ
［
て
、
そ
の
部
分
か
演
技
と
し

t
心
性
格



ユザ」件いいち仰いないャ

ζ

は
、
尚
一
常
の
ア
ダ
ル
ト
ピ
デ
オ
が
代
2

父
や
性
出
に
「
ぽ
か
、
ν

主
人
れ
る
一
℃
」
ま
初
め
か
i

円一↓
y
定
、
〕
亡
い
る

τ）

と
y
k
b
r

氏
が
台
〉
て
い
る
。

い
？
わ
ゆ
匂
ア
ダ
ル

h
j
A
1
4
r
1
6
h
泌
校
、
～
行
っ
し
い
る
の
で
為
ろ
う
し
か
し
仕
が
ぶ
つ
、
彼
ム
ら
の
前
校
が
涜
日
以

二
ノ
ィ
ク
シ
ョ
、
こ
と

L
て
成
V
T
ノ
ム
る
た
め
に
は
、
ま
さ
に
一
ぼ
か
し
t

に
払
っ
て
牛
の
位
行
ぬ
や
性
践
で
の
も
の
の
抗
与
が
が
除

さ
れ
て
い
る
こ
ζ

が
、
決
i
叫
ん
十
体
の
忠
情
性
十
時
時
併
す
る
う
え
ど
、
前
記
と
し
r、
必
要
不
円
欠
ば
一
り
て
あ
ろ
う
一
以
わ
れ
る
n

ー山知ムリ

れ
ば
花
一

J
は
ま
さ
に
J

卜
一
－
円
で
あ
り

切
の
怨
像
力
の
介
入
宝
引
ぷ
I
て
L
士
有

デ
オ
一
は
、
一
衣
ピ
早
オ

2
は
お
よ
そ

宍
貨
で
貨
の
劣
る
表
現
物
た
ら
え
L

る
を
え
な
レ
の
で
あ
る
c

惜
別
言
す
れ
ば
、
刊
行
為
や
性
m
需
を
心
も
の
心
措
》
は
、
冗
求
と
れ
ら
が
戸
、
H

長
化
さ
れ
る
こ
と
を
子
む
し
こ
お
ら
ず
、
事
中
人
と
し
て
一
あ

ま
り
に
も
イ
ン
バ
ク
？
が
拾
い
い
そ
の
粘
巣
と
し
て

十
択
に
ア
ダ
ル
ト
ピ
ヤ
オ
む
作
μ
叫
ん
工
休
が
何
ら
炉
心
一
川
氏
術
的
ゎ
中
山
南
性
を
ム
H
し
、
介
ω八

俊
も
車
川
情
性
主
支
、
え
る
治
技
者
て
う
あ
vG
と
し
て
も
、
性
行
為
や
仕
様
ヲ
げ
の
も
の
の
抽
V
J
は
、
作
品
（
U
h
山
市
前
い
廿
れ
を
は
ぎ
と
い
r
h
H

円
慢
の
演
技

ーピ
24効
た
も
の
と
し
て
し
ま
二
J
「
V

ぼ
か
し
」
は
市
～
わ
い
せ
つ
い
い
よ
Y
白
波
d
る
だ
け
の
役
割
を
持
つ
も
り
て
は
た
い

で中山
U
q
G

。

ιし
し
吹
別
の
制
h
一’かっニ
H
い
百
れ
す
べ
刊
行
rdや
川
内
保
手
の
も
の
の
揃
叫
J

と
い
っ
た
わ
し
い
か
つ
表
点
は
、
対
抗
円
八
前
」
に
よ
る
批

刊
け
や
硝
石
川
に

t
J
E
よ
工
な
じ
ま
た
し
し
亥
M
の
白
川
門
前
’
同
一
家
に
よ
る
規
制
を
減
う
の
は
、
M
川
も
苛
放
凶
作
品
表
現
を
明
む
た
め
で
は
な
い

止出向？湾；O) L＇」iト口同日1

そ
う
で
は
な
く
、
「
思
想
の
円
山
市
場
と
い

t
れ
る
よ
う
に
、
原
則
と
じ
て
あ
ら
や
る
一
寸
前
は
他
人
の
反
論
、
批
判
ゃ
品
一
昨
に
よ
っ

て
試
さ
れ
、
」
匂
』
仇
さ
れ
る
べ
き
で
あ
川
、
こ
の
－

2Jな
ア
ロ
い
ん
ス
こ
そ
が
人
胡
付
会
7
5
送内ハ
F

也、ご
hv
のド
l
l
y

し
い
ろ
ノ
考
え
方
が
、
－
tk
川刊の

斗
出
z
古
人
み
ん
で
い
る
。
乙
こ
ろ
が
、
性
行
品
店
、
刊
誌
の
引
う
は
、
ヨ
常
は
秘
応
、
？
れ
て
い
る
が
あ
る
持
味
で
は
お
ま
り
に
も
あ
り
ふ
れ

に
市
白
る
事
実
に
池
な
ら
ず
、
糾
引
退
山
門
店
、
性
犯
罪
へ
の
叫
ん
影
訟
を
度
外
視
し
て
主
で
あ
え
て
山
一
掛
川
の

る
広
味
は
、
お
よ

そ
な
レ
の
で
占
め
る
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ιし
し
か
、
つ
、
川
刊
行
為
お
よ
び
什
芯
そ
の
も
の
の
映
像
衣
現
乞
、
～
同
校
与
す
y
r
M
て
の
女
憾
一
の
十
五
羽
行
為
で
あ
る
こ
す
る
見
解
一
4
件
被

叫究ノ I-

張
さ
れ
て
い
る
央
味
深
い
対
日
清
）

に
は
、

A
Y
和
品
を
い
μ
凡
さ
る
を
件
な
U
o

【
リ
ん
）
外
貌
ば
プ
ノ
ラ
イ
パ
シ
で
は
あ
り
え
な
い
主
｜
｜
宏
一
に
泳
／
缶
、
一
事
件
と
の
数
似
性

光
「
山
本
件
、

r
rに
泳
ぐ
品
」
事
件
の
数
似
刊
を
指
引
惜
し
た
u

ヲJ
一
心
続
出
H
は
ず
、
川
ツ
〕
お
り
と
あ
る
。
す
な
h

わ
ち
、
第
に
、
一
同
事
件

で
4

ノ
ラ
イ
パ
シ
l
侵
害
時
J

が
訟
吟
ら
れ
に
小
説
巾
の
表
現
に
は
、
顔
と
い
う
外
貌
の
揃
〕
ワ
（
り
部
分
が
ん
パ
主
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

広
告
ら
主
役
か
ラ
メ
ソ
の
前
で
汁
行
為
や
性
器
吉
見
せ
て
い
る
こ
2
と
事
奈
の
外
山
恨
の
う
え
で
す
、
似
汁
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
し
さ
ら

に相川

－h
k

、
同
市
ド
咋
で
は
ー
の
く
ま
一
ー
、
小
説
中
心
活
宇
に
よ
る
消
引
い
の
許
制
な
記
述
炉
問
題
と
さ
れ
え
が
、

本
件
で
も
同
ぼ
に
争
わ
れ
て

い
る
の
は
雑
誌
に
お
け
る
段
段
む
川
町
介
議
計
と
い
っ
た
活
字
表
院
で
あ
る
v

そ
も
そ
も
外
貌
の
撮
影
に
同
意
し
た
か
ら
と
い
っ
℃
、
問
主
に
含
ま
れ
な
い
件
付
九
日
J
…
ふ
い
器
の
映
像
表
攻
は
、
明
ら
か
に
ム
ゲ
、
伎
の
仁
，

争
本
E
h
k
z
ピ
コ
ミ
ギ
〔
エ
q
y
U
J
u

－－二
lrわ
7
9「
v

i
l－
－
：
、

i

J
：

ー

こ
の
上
ベ
ー
は
さ
て
お
く
と
げ
で
も
、
引
石
じ
、
出
ぐ
也
p

事
件
の
束
中
高
裁
判
渋
ヘ
υ

成
一
一
年

月

斗

iji
判
例
持
制

仁
凶
口
勺
ハ

八
f

門
ハ
）
は
、
「
（
凶
）
部
同
で
き
な
し
外
貌
九
つ
い
て
と
し
う
一
人
却
を
設
け
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
c

控
訴
人
口
は
、

被か一
4

一
山
人
の
日
明
に
大
き
な
服
潟
が
わ
ヲ
ム
日
ご
／
弓
山
本
米
一
時
間
同
で
き
日
い
外
貌
に
か
か
る
事
柄
で
あ
る
か
ら
、

ア一
7
J
q

パ
ン
？
の
伝
ι

口
な
と
起
き
も
D
h

つ
予
な
い
じ
H

張」
1
J

る
0

1

1

J

十
二
個
人
心
障
害
や
何
気
町
一
事
実
は
、
例
人
に
闘
す
る
情
恨
の
ベ
ト
ハ
で

も
取
も
知
人
一
に
引
い
ら
れ
に
く
ば
い
須
の
も
の
で
あ
る
。
特
に
れ
貌
に
川
崎
パ
わ
る
障
害
の
事
が
た
は
、
そ
の
除
A

告
が
本
件
の
よ
有
に
類
位
杭
が

少
な
J

も
り
で
あ
る
場
合
、
そ
の
人
物
心
池
山
一
属
性
等

yL口
わ
け
」
て
公
表
穴
切
れ
れ
ば
、
そ
れ
日
体
が

N
Hーのい
U
3の
刻
家
〆
｝
な
る
で
あ

ろ
う
し
そ
し
ご
、

、
」
の
よ
う
ヨ
平
怒
か
そ
の
者
の
社
会
的
行
動
に
多
く
の
紙
約
や
悪
影
響
P
1
4
J
た
ら
す
で
d

の
ろ
う
w

、
と
は
容
易
に
推
測

本
件
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さ
れ
る
よ
川
記
一
d
，
に
の
医
師
、
同
巧
ム
ア
ィ
及
ひ
佼
民
訴
人
的
述
べ
る
内
在
は
、
f

l

ハ
刀
に
思
相
川
川
ツ
ホ
な
手
突
で
あ
Q

V

ー
こ
の
、
主
ノ
な

τ）

か
ら
、
阪
に
回
収
偽
が
あ
る
者
は
、
で
の
降
五
心
事
五
や
4
L
h
丘
三
を
妹
m～に
f

ム
衣
き
れ
る
こ
と
を
欲
し
な
U

の
で
あ
る
」
そ
L
一
工
、
山

あ
る
人
々
は
、
レ
の
有
子
力
拡
大
じ
な
い
よ
う
配
慮
を
め
ぐ
ら
い
」
、
J

れ
J

の
干
一
芯
あ
る
行
動
れ
ま
た
、
制
仙
人
の
一
一
松
江
E
U同ド牛
r引や

社
会
宇
治
心
支
え
に
な
っ
f

J

る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
づ
て
～
寸
と
あ
る
日
一
に
、
こ
れ
を
卸
断
ょ
に
公
表
ず
る
こ
ζ

は
、
降
士
ハ
そ
う
れ
汁
体
の

Y
U
ぃ涌（り戸つ、ぇに、

τ～に、
他
人
の
好
奇
の
川
眺
め
、
昔
青
山
川
に
士
ノ
て
υ許

L
め
ら
れ
て
い
る
者
の
精
持
的

vu痛
を
倍
加
一
α
る
不
法
な
行
片
付
で

z
の
J

亡
、
人
格
権
の
出
し
い
門
日
常
と
し
て

プ一フノ
J

パ
、
ン
！
の
μ日
LL
口
に
中
↓
た
品
と
レ
弓
ノ
ベ
ミ
し
J1
丸山る
c

日
吊
川
工
尚
一
い
必
然
的
に

日
隠
さ
会
私
丹
、
い
山
口
一
気
戒
で
破
作
訴
R

へ
の
外
貌
に
閉
店
凡
わ
る
l
J
支
が
知
ら
れ
て
レ
る
か
ら
と
w

っ
て
、
弘
一
再
が
被
控
訴
人

ι
f併
も
な

く
、
小
説
の
山
山
収
と
い
う
方
訟
に
よ
行
て
よ
り
広
い
館
域
で
右
の
よ
う
な
事
実
ど
ιム
表
す
る
行
為
は
、

へ
き
も
の
て
は
な

！、、

J:J、

づi
:+I 

も
と
よ
け
、
同
事
件
で
は
、
羽
、
の
き
わ
め
て
め
ず
っ
し
い
川
押
す

2
い
う
符
具
店
特
徴
を
手
人
の
同
づ
し
と
く
品
b
Jし
れ
一
人
、
山
叫
が
争
わ
れ

二
コ
ご
〉
）
、

J
L
1
3
 

半
件
の
よ
う
と
み
1

行
為
宇
佐
認
の
活
生
に
よ
る
料
介
・
論
一
d
記
事
け
や
下
わ
れ
て
い
る
市
平
安
、
と
は
、
ぺ
心
事
実
関
係
は
り
冗

九
三
亡
い
る
v

し
か
し
な
が
、
ミ
一
向
長
↓
の
市
下
亥
に
は
平
交
な
ど
ー
さ
大
適
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
v

F
K
わち、

あ
え
て

dhnに
心
品
裁
の
ワ
ン
ー
ス
の
ぷ
な
当
て
は
め
れ
ば
、

の
よ
う
に
な
る
の
で
あ
ゐ
が
、
以

F
の
か
晴
也
は
；

止出向？湾；O) L＇」iト口同日1

分
に
求
人
り
げ
つ
も
の
乙
考
え
ら
れ
る
わ

一
性
行
為
や
性
器
と
い
っ
た
外
／
射
が
そ
の
場
に
い
る
他
人
の
日
に
触
れ
る
こ
こ
に
立
援
が
司
志
し
て
い
て
も
、
「
長
ν一
平
オ
」
ず
で

の
国
保
影
羽
場
の
様
，
f
J
D
T
u
h
L

に
終
誌
記
者
が
、
ァ
山
字
に
よ
っ
て
そ
の
様
子
を
山
く
日
間
に
対
し
て
弔
問
叫
し
て
み
セ

う
な
一
宇
態
か
す
て
の
者
U
H
引
会
的
行
訪
に
多
く
の
制
約
や
悪
影
習
を
も
L
J

ら
ト
J

で
あ
う
1

＼
下
れ
ん
ノ
え
女
優
本
人
は

L
M
以ピ
A

ブ
ォ
ー

は
も
と
よ
い
り
、
主
行
為
や
性
器
の
一
詳
細
を
伝
え
る
雑
誌
記
事
む
市
川
に
よ
っ
て
も
ー
殊
更
に
公
表
さ
れ
る
こ
2
を
欲
し
な
い
、
半
川
円
lH

〉
〔

f
J
U
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与
は
寸
で
い

亡
い
る
原
牛
円
ぶ
I

礼
儀
む
し
の
関
係
さ
は
、
1

他
人
心
好
品
の
山
肌
や
茅
別
に
よ
っ

心
市
北
、
子
二
l
－

叫究ノ I-

てげ
J
U
L
m
り
ら
れ
て
い
る
請
の
精
神
的
川
内
涌
を
倍
加
す
る
ぶ
渋
ヨ
ノ
L
Aで
あ
っ
て
、

のい古
L
い
伝
J

百

y
し
し
て
、
引
」
然
に
フ
ブ
イ
パ

シ
白
の
侵
去
に
当
七
匂
乙
い
う
べ
き
で
あ
る
J

J

れ
貌
は
ブ
一
7
f
ハ
ン
に
馬
さ
人
位
い
、

と
け
う
見
解
は
一
一
u
t
b
ゥ
と
も
で
あ
る
。

L
か
じ
な
が
ら
、

h
u
貌
だ
か
ら
と
い
っ
と
汁
助
的

に
プ
ラ
イ
バ
シ
権
日
J

ら
除
れ
ノ
さ
れ
る
も
の
で
は
は
い
。
ま
さ
に
外
貌
の
写
呉
撮
肢
に
つ
い
亡
は
、
判
段
弘
、
」
I
J
3
確
立
さ
れ
ト
法
P

サ

に
よ
り
本
人
は
必
く
保
認
さ
れ
る
〈

む
他
人
に
f
h
h
ノ
人
ム
士
山
さ
、
れ
る
こ

t
v
u
v主
任
レ
外
貌
を
殊
吏
に
詳
細
に
川
村
ん
す
る
よ
山
下
表

山
引
に
つ
レ
て
は
、
ザ
門
二
｛
、
日
h
J
7

レ
か
ら
と
い
う
苅
山
間
に
け
で
何
ら
の
人
格
権
的
法
益
の
〕
日
必
需
に
も
設
中
ー
し
な
い
と
レ
う
の
で
は
、

ン
ス
セ
牛
へ
す
匂
よ
ろ
に
正
わ
わ
る

こ
う
し
た
記
述
に
つ
い
て
は
、

事
件
で
白
｛
止
さ
れ
た

E
Fつ
に
、

部
と
し
て
む
ブ
ラ
イ
パ

γ
1旅

人
格
出
恨
の

一
行
に
出
ノ
＼
作
…
町

中
と
す
ぷ
り
石
川
る
叫
能
性
円
以
北
民
会
じ
れ
る
べ
き
で
み
る
）
む
ち
ろ
ん
、
ブ
一
7

イ
川
、
J
i怯
と
い
え
と
も
、
表
攻
心
白
店
と
の
品
開
口
中
b
f
個
別

に
行
二
J
4裂
い
町
三
め
る
と
い
う
白
川
で
は
、
肖
像
権
ほ
と
ね
引
的
九
九
州
山
刊
A
Jど
受
け
よ
ノ
る
も
の
で
は
伝
い
代
し
か
し
ま
さ
に
、
こ
の
よ
ド
っ
た
相

対
的
h
a
強
叉
の
権
利
と
V

J

て
の
プ
ラ
イ
バ
シ
？
権
が
、
外
貌
の

hK
児
作
品
紹
介
表
現
と
相
対
持
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
え
一
言
v

ソ
7
イ
パ
ン
と
は
付
m
y

」
と
い
う

μ説
の
な
い
問
題
い
振
り

M
5
れ
る
ま
で
ち
ん
d

く
、
料
供
な
外
貌
に
つ
い
て

（庁出ハ十
h

は
人
柄
権
伝
パ
古
乙
一
な
り
ミ
る
の
ご
み
あ
り
、
で
の
反
町
、
一
し
て
、
そ
の
よ
う
な
刈
出
品
な
天
羽
を
一
3
2武
具

の
打
訂
ま
で
は
保
障
さ
れ
て
い
仕
い
、
と
い
戸
、
考
え
方
は
、

ρ〕

つ
の
現
れ
と
L
て
、
又

の’
Hjヨ
…
の
い
わ
ゆ
ゐ
「
山
ハ

ι的
制
約

引

γご
つ
る
44
の
と
札
F
J

え
る
口

ノず

7 
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一
l
J
外
貌
の
一
ス
ラ
ッ
チ
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
口
一
日
中
に
な
り
ま
い
か
利
一
良
川
十
時
右
レ
事
件
法
佐

f
↑
ノ
ス

l
手
作
と
の
類
似
性

な
お
、
本
わ
い
で
は
汁
宗
寺
ビ
デ
オ
L

に
よ
る
映
段
武
引
引
が
与
わ
れ
て
い
る
の
と
は
な
く
、

に
紹
介
ー
た
雑
誌
記
事
が
ワ
ブ

イ
パ
J

伝
バ
一
口
だ
乙

L
て
争
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
つ
な
治
？
rr
煤
件
の

F
え
に
、
「
長
ピ
早
オ
」
そ
の
－

4
の
が
紋
ピ
ヴ
ラ
イ
円
、
ン
れ
は

市
民
ハ
に
初
勺
す
る
と
？
て
も
、
映
像
け
よ
う
は
立
後
日
イ
ン
パ
ク
ー
を
ふ
？
ノ
れ
な
、

の
よ
一
現
行
ぬ
と
し
て
、

j
A

件
記
事
は
そ
も
そ
も

プ
ラ
イ
バ
シ
じ
山

47一
は
辺
、
つ
な
い
、
と
い
っ
た
鋲
口
、
J
L
ど
め
り
う
る
／
ご
三
二
～
ょ
の
ろ
う
。

し
か
し
Jぷ
刀コ
レ〉、

川
明
〕
ツ
対
象
の
人
格
権
侵
害
心
m
U
皮
と
レ
う
い
州
一
点
か
ら
す
れ
ば
、
活
字
で
z
め
る
こ
と
し
は
出
品
怖
に
比
べ
て
そ
の
司
能
性

を
｛
山
…
却
下
り
市
に
減
じ
る
も
の
で
は
な
い
（
人
格
権
法
主
口
の
4
T
N
門
で
は
な
レ
が
、
わ
い
吹
っ
十
九
現
j

－3
、
れ
た
～
最
ト
ヘ
判
昭
和
一
一

月

一
日
刑
菜

チ
ぉ
タ
レ

1
1九
E

へ
の
人
心
人
い
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
司
山
｛
T
に
よ
る
も
の
で
め
っ
た
治

ヰ」

u
勺
九
九
七
け
つ

有
名
な

一
ヂ
は
下
手
な
山
間
俄
よ
り
令
上
は
ど
雄
弁
で
あ
る
J

一
致
ビ
デ
オ

れ
い
り
六
一
一
行
小
川
山
字
技
体
JL
詳
し
く
7

ヘ
ケ
ッ
ヰ
ノ

L
た
い
わ
ば

一
次
的
な
表

取
は
、

γ川｛了
L
Y

い
う
煤
体
の
ゆ
え
に
、

し
か
し

F
練
れ
の
雑
誌
一
記
者
な
ら
で
は
の
り
ア
ル
な
士
一
政
力
の
ゆ
え
に
、

h
－
え
っ
一
仁
長
ビ
デ

オ
」
一
こ
れ
ば
こ
れ

C
低
次
正
で
ふ
う

J
m
Lん
は
編
集
が
加
子
り
れ
た
表
収
功
ξ
あ
ろ
う
）
工
り
も
撮
M
U
V

広
場
ヤ
も
は
や
「
振
記

と
い
っ
人
為
ず
ら
i
u

識
さ
庁
公
い
草
根
々
な
川
刊
行
九
の
現
場
）

に
読
喜
一
？
円
前
る
か
の
t

。
ム
ノ
な
臨
場
協
定
片
J

え
て
し
ま
う
の
ご
あ
る
v

こ
の
ト
川
に
つ
き
、
い
わ
ゆ
る
和
歌
山
岳
カ
ン
v
t
j

一
れ
の
決
廷
さ
の
被
青
人
の
桜
子
宮
防
、
〕
振
り
、
〆
た
写
真
、
な
ら
び
に
イ
7
ス
ト
の

止出向？湾；O) L＇」iト口同日1

雑
誌
お
ふ
が
不
法
令
hAで
u

め
る
こ
じ
て
争
ね
れ
た
事
2

呆
で
、
前
向
の
一
民
小
判
（
千
成
一
〕
年

月
（
い
い
一
じ
民
佐
戸
市
h
九
ぷ
九
円
寸

川
、
山
川
」

は
、
手
錠
・
川
崎
純

ブ
ス
ト
む
れ
J

克
十一日

〆コ
き

イ
フ
ス
ト
を
も
山
内
け
抽
出
権
侵
害
乙
し
た
約
一
番
人
阪
高
判

一

月

日

Y1沢
民
集
丘
九
位

ι
5一
向
へ
八
只
叶
ー
で
に
収
録
）

日
当
J
Y
日
郊
分
を
波
棄
し
て
h

る
n

？
で
の
市
川
出
は
河
川

w
l
成

m－

の
よ
、
フ
で
占
め
コ
に
。

人
は
、
一
日
己
の
い
れ
ほ
う
川
f
J
士
抗
与
し
た
r
一アス

r
両
に
つ
い
亡
J
b
、
二
、
れ

FLり
た
り
rL
公
表
さ
れ
な
い
人
絡
ん
中
，
引
訴
を
有
す
る
と ド可

L！メ人民半、目白187' IZ＇＂〔 2り12.



相

m
Fる
の
が
相
当
吋
」
占
め
る
c

、J
p
h
い
な
が
っ
、
人
の
存
ぼ
う
斗
リ
ヰ
」
搬
影
、
三
人
7
芸
（
問
、

カ
メ
ラ
の

rJげ
ん
が
と
ー
つ
え
に
被
振
影
者
の
討

叫究ノ I-

一はうん
d

を
化
学
的
ト
ハ
ャ
法
H

な
に
よ
り
阿
川
4
1
）た
v
も
の
で
あ
り
、
ぞ
れ
が
公
表
さ
れ
行
場
合
は
、
川
内
也
市
川
影
者
心
官
庁
や
は
う
等
を
あ
り
の
主
主
仁

不

L
た
去
の
で
あ
る
戸
一
乙
を
前
出
向

ζ
L
た
受
け
取
り
方
！
な
さ
れ
る
J
h

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
、
1

人
の
ん
谷
ぼ
う
等
t
z
j

折
ド
J
1
〆
た
イ
ラ
ス

i
同
は
、
ナ

η
市
h
d
に
作
者
刀
、
i
校
む
九
叫
ん
忙
が
以
峡
L
q
る
も
の
と
あ
り
、
そ
れ
か
公
表
さ
れ
に
場
介
J

へ
作
者
の
主
同
市
川
や
片
山
村
」
／
反
映

し
に
Jh
の
で
占
め
る
、
一
yr
一
を
前
提
ζ

し
た
パ
ぇ
け
取
れ
方
を
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

L
～
が
っ
て
、
へ
の
が
ぼ
う
与
を
担
ワ
し
た
イ
フ
ス
｝

刊
を
八
子
、
衣
す
7

ア
什
h

付
が
社
会
年
以
〕
〈
又
忍
の

f
L

不
法
行
為
法
主
河
川
法
ー
し
討
仰
さ
れ
る
か
γ

り
か
の
判
部
に

3
1二
つ
亡
は
、
写

真
と
は
呉
な
る
J

ラ
ス
ト
両
U

ぃ
ヨ
中
川
百
貨
が
参
川
町
さ
れ
な
日
れ
ば
な
ら
な
レ

ヨ
一
引
用
可

七
最
判
刊
は
、
以
ム
の
一
般
論
か
ら
、
氏
廷
山
い
て
の
被
合
人
ー
に
訴
訟
問
問
問
日
と
の
会
話
な
ど
を
利
い
た
イ
一
↓
ノ
ス
に
つ
い
て
は
、

会
的
に
是
認
さ
れ
た
行
為
一
で
あ
る
「
し
て
、
、
一
れ
ら
合
！
J

も

出川パ
L

山H
像
権
法
宝
口
よ
し
に
閉
山
審
C
引い叫削
b
y
夜
し
だ
っ

J

、
〆
晶
、
、
，
〉
、

、L
’山
d

し
寸
十
九
占
υ
3
d
v
一

十
日
常
怖
は
fu引
用
市
八
だ
い

、
て
、
殺
害
人
3
h
v
f

山
廷
山
け
に
手
淀
・
腰
縄
吉
つ
け
つ
れ
て
か
V

坊
「
る
場
仰
を
描

い
た

4
7
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
次
、
り
よ
ぷ

ι
冶
ベ
ー
に
と
こ
ろ
で
あ
る
勺

r
F
V
4
γ
ハ%かっ、

ぶ
川
口
イ
？
ス
ト
川
一
の
う
ち
1
段
の
も
の
は
、
必
記
の
と
お
り
、
被
告
人
が
れ
J

誌
、
腰
総
に
L
L

わ
吋
体
の
拘
束

み
」
受
日
て
い
る
状
詰
ー
が
描
か
れ
た
も
の
で
あ
れ
2

そ
の

tZJな
友
引
内
討
の
ィ
フ
ス
ト
y
斗
を
公
表
す
る
行
為
は

被
卜
’
一
口
人
を
侮
辱
J

従
ー
を
人

の
ぐ
い
う
べ
き
で
あ
り
、
川
イ
ラ
ス
ト
一
川
を
、
本
件
い
第

記
事
に
組
ヴ
ヂ
で
本
件
h
J
三
週
刊

誌
に
い
抱
一
叫
し
で
公
表
L
と
行
為
は
、
代
会
4Jγ
山
上
受
H
い
す
べ
き
州
出
浅
を
超
え
て
、
被
l
百
人
の
人
格
的
利
、
ハ
討
を
侵
害
？
る
ー
も
の
で
ゐ
り
、

不
法
／
仁
為
法
上
主
法
ζ

詳
慨
す
べ
き
で
あ
る
t

沼山
L
L
引
用
）
口

先
の
般
論
会
一
イ
一
ノ
ス
ト
仕
ら
ぬ
ァ
川
｛
了
に
ふ
る
本
れ
記
事
に
hv」
ど
は
め
る
、
ベ

hrv
点
心
、
寸
つ
な
一
あ
り
の
ま
ま
の
丹
羽
t

で
は
な
く

若
者
正
1
4

下
割
引
や
校
術
か
反
映
一
さ
、
れ
る
叫
ほ
っ
日
記
宇
に
つ
い
亡
も
、
間
像
権
侵
害
そ
の
伯
の
不
法
／
什
笠
U
ロ
吐
は
止
じ
な
＼
と
市
て
て 十l

:p;え人法学； GI 、：s10前三間［2υ12-1、



し
る
か
に
什
見
え
る
し
か
、
〕
h
R炉
、
コ
、
同
氏
判
は
、

イ
フ
ス
ト
に
つ
い
て
は
与
烹
の
埼
合
の
山
口
一
復
権
の
工
人
ノ
な
般
的
問
な
法
理
を
引
で
は

め
る
こ
〆
、
な
く
、
受
忍
限
今
閣
に
よ
っ
て
ケ
ヲ
ス
・
川
イ
・
ケ
ヲ
ス
の
処
刊
ぺ

の
と
岡
山

hγ
れ
る
。

そ
1

J

て
、
川
ド
被
白
人
の
公
開
法
廷
で
の
様
，
ゐ

（
出
肌
密
に
は
閉
廷

vmの
被
μ

日
人
の
人
均
時
で
あ
る
が
伐
聡
人
の
面
前
の
い
F

十
で
あ

る
）
う
ち
、
子
錠
・
師
肱
抑
問
、
ζ

J

、
つ
主
へ
の
々
引
な
門
成
し
桁
を
AT
ず
る
場
面
に
つ
J

て
は
、
イ
ラ
ス

i
E
D
公
表
が
注
法
で
d

め
る
こ
μ

、」／
7

川
誌

F
K
刈
も
認
め
と
い
る
わ
け
で
あ
る
u

公
明
日
一
場
の
様
子
一
け
ノ
！
？
ス

l
Mと
い
う
二
次
的
主
現
と
あ

J
E
も
対
象
予
佐
人
の
人
怖
に
エ
り

デ
リ
ー
ヶ
l
戸
な
場
内
で
d

め
る
場
合
に
は
、
や
は
り
人
格
権
侵
析
と
な
る
2
し
た
も
の
で
あ
旬
、

ル
ハ
的
表
現
な
ら
で
は
の
友
田
明
力
の
勺
一

さ
に
鑑
ず
G

1

＼
、
」
う
ー
に
川
川
不
は
も
と
よ
り
説
代
的
で
あ
る
ι

本
什
記
事
L

一
、
の
よ
う
な
そ

ι閉
山
皮
論
主
立
亡
は
め
る
と
、
ア
ダ
ル
ピ
－
ア
f
に
女
阪
と
し
て
出
ι

泊
し
た
人
物
が
、
同
意
し
て
い
な

！、、

十
一
ピ
づ
オ

を
さ
い
M
U
れ
為
や
川
口
早
L

つ
い
て
れ
こ
ノ
ル
z
d
一
叫
事
ど
公
表
予
れ
る
こ
と
に
つ
、
色
、
J11
え
ん
し
し
な
け
れ
は
ほ
ら
な
い
の

か
、
と
い
ぷ
問
題
の
巴
υ
て
ち
を
す
る
ど
」
に
な
ァ
つ
う
）
具
体
的
に
は
記
事
の
市
長
一
方
に
よ
る
こ
と
山
な
る
が
、
活
字
ょ
ん
（
攻
で
あ
る
か
3

口

と
い
っ
て
常
三
社
会
的
に
是
認
さ
れ
f
行
為
と
い
う
こ
と
に
は
ず
れ
弘
、
り
と
い
で
ゐ
ろ
え

ヘ

4
、
表
現
の
円
司
と

y
ラ
イ
川
、
ン
ー
誌
の
んJ
界
川
け
の

司E
言ii'.11

止出向？湾；O) L＇」iト口同日1

ヨ
お
、
こ
」
で
紋
科
事
汁
的
な
が
ら
、
表
記
の
問
忍
を
笠
述
し
に
お
き
た
い
。

ぃ
点
判
仙
の
出
日
幻
保
障
と
ノ
ラ
イ
パ
シ
ー
保
護
の
要
訂
こ
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
後
突
と
品
郊
を
余
儀
な
く
き
れ
る
つ
の
示
装
な
憲

法
的
情
院
で
占
め
る

い
ず
れ
か
h
I
他
右
に
一
心
的
に
綬
伶
い
す
る
こ
い
う
性
質
の
も
の
で
は
な
い
n

い
わ
ば
佼
宵
川
附
I
九

V

ヘノ表

布
告
は

山
引
の
日
山
り
保
除
（
中
古
川
出
一
一
条
）

に
は
、
J
b

、CJ
b
u
o
〈
衣
現
対
象
の
人
一
治
権
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
防
併
合
み
刊
む
）
九
七
佼
L
て
は
仕
ら
は
い
と

レ
う
一
内
在
的
制
約
一
、
1
N
A

－－u
れ
て
い
る

（
憲
法
一
一
条
の
ー
れ
一
文
の
ー
市
川
判
）
c

そ
れ
と
同
時
に
、
中
！
な
開
制
r札
そ
れ
t

H

体
も
ま
h
t

必
民

L！メ人民半、日：／三188'IZL3i〔2り12.



長
小
限
y

悼
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
、
コ
ず
、

「
ま
わ
ち
土
衣
現
の
向
司
は
田
町
i
、
限
法
保
さ
れ
ぷ
け
れ
ば
な
つ
な
い

信社

I土

一
一
条
の
「
民
大

叫究ノ I-

の
山
主
豆
」
）
ゎ

、L
の
よ
う
な
憲
法
的
価
値
慣
行
閣
の
同
長
な
議
釜
山
川
、
本
来
は
り
作
に
よ
り
解
仇
さ
れ
る
士
J

コしも川
J

、7

1〉一て

ZLq
千
μ
広
μ！

σ
H
H

体
系
に
お
い
て
は
そ
も
そ
も
プ
ラ
イ
バ
シ
保
認
の
概
念
午
計
担
に
つ
い
て
の
明
確
な
条
文
則
4
U
は
な
ノ
＼

私ル
1
♂
川

η川
γ
一
砲
の
阪
湾
1

や
斗
ー
し
い
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

、
い
っ
丈
一
応
の
｛
疋
議
つ
け
が
判
析
や
り
V
J

一
両
に
お
い
て
形
成
さ
れ
て
き
ゃ
に
ζ

f

エ
よ
る
。

主
た
表

山
引
の
白
山
に
持
L
、
は
、
芯
法
一
条
は
一

切
の
表
現
の
？
一
由
を
何
ら
の
悶
叶
保
も
チ
丸
山
山
山
け
み
す
る
か
の
ご
と
く
で
£
り
、
干
の
剖

ー
れ
法
逝
と
し
ど
は
、
前
川
立
の
よ
う
に
向

公
十
六
心
刊
川
祉

と
ト
司
、
つ
人
権
一
般
の
机
豹
法
在
に
依
拠
す
る
ほ
か
な
レ
U

ろえ
ィ、
むつ

と
こ
う
で
ブ
ワ
イ
灯
、
ン
l
怪
と
同
じ
く
人
格
権
に
今
什
ま
わ
る
名
営
権
に
つ
い
て
は
、
川
法

ペ
〉
久
和
ハ
」

第
一
頃
が
い
わ
一
ゆ
ム
古
川
吉

一
一
安
刊
を
明
ら
か
L

し
て
お
り
、

（
夕
刊
和
歌
山
時
事
事
什
・
泉
大
引
い
昭
和
阿
山
県
し
八
月

一f
け
川
市
集
一
一
一
巻
七
回
万
九
七

Tl 
1vtl 

に
よ
る
古
一
実
住
民
件
心
夫
玄
的
批
張
主
人
じ
め
、
表
現
心
肉
耐
と
名
パ
高
権
の
調
幣
と
い
う
説
践
に
は

日
山
〈
り
解
決
が
な
さ
れ
と
い
ゐ
d

こ
れ
に
が
仁
て
ブ
ソ

f
バ
ン
i
徒
に
つ
い
て
は
、
同
持
利
？
ピ
ゼ
ι
ム
ィ
す
る
支
店
札
行
為
だ
と
す
れ
ば
Z

き
7
0公
共
の
利
士
川
片
山
係
わ
る
も

の
で
は
な
く
、
公
民
E
的
色
認
め
が
た
く
、

U

も
し
く
は
玖
信
の
相
当
一
性
）
は
支
件
z
y
h

り
え
な
い
か
、
り
（
恥
仕
出
！
の
山
中
」
一

寸んら、
J

く
バ
メ
汁
一
攻
一
つ
れ
れ
ば
足
り
る
～
、
前
認
の
免
責
一
一
長
件
は
山
門
骨
収
入
団
！
仁

な
お

石
に
泳
ぐ
れ
己
主
件
い
に
お
い
て
、
一
以
一
小
判

111: 

山
は
、
「
公
吠
の
利
世
に
係
ト
ノ
ら
な
い
被
上
百
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ピ

わ
た
る
平
田
一
を
衣
羽
内
零
に
ん
凸
れ
J

本
件
小
説
心
公
武
に
も
o
h
v
公
的
リ
場
に
な
い
被
上
ι
U
人
町
一
色
，
八
高
、
づ
ブ
イ
パ
～
J

I

、
一
竹
山
口
苧
〔
情
が
u
k

令
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
京
件
小
誌
の
出
版
等
に
よ
り
紋
i
告
人
に
重
大
セ
刊
ん
仮
説
雑
な
ロ
対
五
口
を
波
ら
布
る
お
で
れ
が
あ
る
と
い
う

べ
さ
C
4め
る
l

4

7

）
1
r
こ
ろ
で
あ
る

同
日
判
判
U
円
円
州
、

と
レ
号
表
現
の
特
設
か
ら
一
、
ヴ
ソ
イ
パ
ン
l
持
侵
害
と
恒
長
致
擦
と
を
同
向
日
前
副

ハ
ー
上
八
の
れ
古
rL
係
わ
ら
ん
d

w
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、J
て
い
る
引
け
で
あ
る
が
、

字
、
れ
や
れ
店
主
一
f
Q
名
品
7

つ
を
も
そ
J
E

「
公
共
の
利
竿
に
係
わ
り
な

ゾ
タ
「
パ
ン
ヤ
権
に
つ
い
て
い
え
ば
、

い
」
の
は
、
山
述
幻
よ
λ

に
当
然
の
こ

r
で
あ
ろ
か
ら
、

ホ
ぃ
以
川
け
は
」
と
さ
ら
積
極
的

の
白
羽
と
フ
ラ
イ
川
ン
徒
乙
の
境
界
付

け
に
蒸
塗
？
？
技
不
し
て
い
る
な
一
の
で
は
な
い
わ

設
す
る
に
、
表
説
の
白
山
と
プ
一
ワ
イ
パ
シ
権
と
の
弱
界
付
け
に
つ
い
て
は
、
表
現
の
再
出
2
名
ぺ
円
権
日
間
の
そ
れ
に
比
べ

は
だ
阪
昧
な
い
h
b
準
し
一
山
γ
t佐
立
さ
れ
て
い
広
い
の
が
現
状
で
為
る
u

こ
の
よ
う
な
立
恨
の
小
明
確
さ
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
も
っ
て
、
－
F

↓
ソ
々
バ
ン
！
な
レ
［
ブ
ラ
ィ
バ
ッ

l
確
な
る
も
の
の
概
公
お
よ
ひ

ん
射
紅
C
日
収
此
怖
さ
に
山
米
ず
る
も
の
と
悲
わ
れ
る
一
従
米
し
ば
し
ば
市
u

ら
れ
て
き
九
J

二
以
床
治
c
v
l
一炉心

や
一
私
事
の
松
宜
主
、
、
メ

ら
に
近
時
心
個
人
市
議
川
川
護
伝
制
に
山
沼
郡
d
p
正
J
えすに
1
〈
い
わ
れ
る

山
口
仁
情
報
ゴ
シ

1
1
ル
格

と
い
っ
た
い
ぷ
掃
の
捉
え
ん
は
、
何

ぺ

l
F
A
h
T
i

t

i
－

－

 

」

I

J

J

／

h
t

や
一
心
抗
川
市
主
で
あ
る
の
か
、
本
人
が
コ
J

ロ
ー
ル
し
う
る
一
日
巳
倍
以
一
と
は
吋
な
心
か
、

1
ぐ
い
っ
た
県
本
的
な
P
I
L

設
を
未
解
決
九
し
七
ま
ま
で
あ
る

も
ち
ろ
ん
、
「
立
生
活
ζ

み
だ
り
に
公
開
さ
れ
な
い
と
い
う
法
的
保
持
な
い
し
権
問
刊
？
と
し
て
ブ
ソ

f
バ
ン
！
権
主
張
、
え
こ
い
わ
ゆ

る
『
一
品

八

i
ト
氏
灯
台

一
仁
！
と
は
、
ブ
一
ソ

f
パ
ン
ー
権
保
一
議

雫
件
一
審
東
川
地
判
附
利
ん
4
1
凡
月

打
点
作
九
号

の
具
外
的
基
品
川
と

v

て
、
公
開
さ
れ
た
円
谷
が

ヘ
イ
」
私
E

活
卜
の
弔
実
土
た
は
引
払
」

L
P卜
の
『
に
売
り
、
〆
〈
受
け
川
み
ら
れ
る
お
そ
れ

止出向？湾；O) L＇」iト口同日1

の
め
る
い
亡
、
が
も
コ
で
あ
る
い
｝
Y
M

ーヘ

Iコ

に
止
っ
た
場
台
公
開
を
欲
し
な
い
で
あ

般
人
心
持
交
性
を
茶
刊
し
に
し
て
当
夜
私
人
の

ろ
う
乙
認
め
？
引
い
る
い
一
と
が
ら
で
あ
る
こ
と
、
換
一
ユ
ず
れ
ば

故
人
心
感
覚
を
基
刊
と
し
て
公
開
さ
れ
る
と
と
に
よ
一
っ
て
心
珂
的
な
角
一

担
、
不
安
JUγ

」
党
え
る
で
あ
ろ
う
乙
認
げ
の
ら
れ
る
こ
乙
が
ら
と
あ
る
f
と、
r♂ 

ノ、

般
の
人
々
に
末
だ
jr一
～
ら
れ
て
い
な
い
こ
ζ

ひ
ら
で

忘
る
こ
こ
を
必
交
と
し
、
こ
の
よ
た
な
公
明
に
ー
亡
て
当
該
広
人
か
い
礼
際
に
不
快
、
ム
ハ
ん
な
の
人
ふ
を
ι見
、
え
丈
こ
と
を
必
謡
、
t
す
る
＼
と

述
べ
た
と
こ
ろ
で
為
る
r

店主
な
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む
の
茶
叫
け
は
〈
f

ヨ
で
も
y

仏
〈
？
ぇ
比
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
巴
わ
れ
る
が
、
他
卜
片
付
で
、
同
仲
良
一
揖
は
右
斤
引
の
平
穏
」
な
い
、
J

私
事
の

叫究ノ I-

諮
区
性
」
こ
い
う
よ
口
典
的
な
ソ
ヲ
イ
パ
シ
ー
権
の
埼
訴
え
一
あ
く
ま
で
が
相
官
、
二

L
て
い
Q
U
に
ー
も
利
意
ト
ニ
今
必
要
が
あ
る
」
公
的
宇
治
と

ロ
払
的
牛

τ山乙人
MYP

－
校
扶
／
）
分
か
つ
こ
ζ

が
阿
廷
に
な
っ
一
ー
、
い
る
門
同
友
情
禄
化
什
会
に
お
い
し
』
は
、
も
の
ぷ
叫
け
を

応
維
持
、
る
つ
も
、
ブ

ラ
イ
パ
シ

y

叫
引
の
核
心
を
は
す
の
は
も
は
や
紅
i
治
」
で
は
日
〈
、
恒
人
の
ふ
一
砕
を
支
え
る
法
有
情
報
」

守
口
ハ
体
的
ー
ロ
叶
目
、
想
、

ご）

UL
界
校
、
宗
教
、
九
ゲJ
ル
小
z
出
狩
談
、
～
一
段
、
h
k
f

ハ
ナ
日
の
犯
出
席
作
日
？
r

が
不
一
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
）

の
汁
一
戸
い
じ
却
、
」
ー
、
う
べ
き
と
あ
る
n

も
と
よ
h
本
件
で
問
混
と
旨
つ

C
レ
る
、
ト
ト
人
の
同
志
云
く
L
L
公
表
、
？
れ

r常
行
為
な
ら
び
に
件
訴
の
映
像
に
つ
い
と
の
川
和
介
記

市
字
以
、

一
廷
の
あ
と
T

お
件
一
番
判
決
の
幕
府
巾
に
照
ら
し
T
L
i
b
J

、
前
主
の
一
安
件
を
ゲ
ベ

t
満
た
ず
で
あ
ろ
う
し
、
ま
と
、
白
円
い
清
報

コ
〆
、
ロ
ー
ル
権
乱
に
立
つ
ぬ
ム
コ
I
r
n
、
個
人
の
人
格
的
2

ト
律
を
守
る
う
え
で
不
可
欠
の
伺
J

判
情
報

に
み
｝
向
、
ん
が
へ
日
ま
れ
ム
ヲ
一
と

は
コ
身
私
的
判
縦
一
に
ム
パ
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
）
、
口
約
と
い
う
へ
ι
斉
一
で
あ
る
v

てミ

刊
の
経
耐
に
よ
る
ブ
フ

4
パ
ン
i
牲
の
技
得
心
有
畢

一
」
時
の
川
町
過
に
も
か
か
わ
り
ず
山
知
の
人
々
に
は
川
ー
ι可
阪
で
あ
る
二
と

T
八に、

九
件
原
口
は
「
で
に
f
弘
後
t
い
う
表
札
ア
J

J

十一バ
j

退、〕、

般
市
民
こ
し
て
百
穏
に
み
ら

ν
て
い
る
と
の
ご
と
で
あ
る
が
、
こ

う
L
た
事
情
は
、
事
件
行
為
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
刊
の
有
無
に
影
響
を
及
ぼ
ず
で
あ
ろ
ろ
か
」

、J忽
U
1
／

｝

仇

h
リ
、

の
ま
ま
と
あ
ヮ
た
と
し
て
も
、
本
社
い
行
為
は
い
わ
ゆ
る
出
伐
と
1

〕
て
公
衆
の
止
当
な
関
心
事
乙
な
る
頬
幻

も
の
と
は
な
く
、
」
2

で
に
綬
々
決
べ
た
士
？
に
、
当
初
百
ら
プ
ラ
イ
バ
シ
判
示
備
三
に
い
る
に
考
え
ら
れ
る
n

そ
こ
で

M
h
で
は
、
似
に
木
作
行
局
が
パ
九
表
す
一
、
っ
℃
も
一
姿
三
デ
ォ
ー
こ
い
う
海
賊
版
。
一
流
出
ー
を
一
発
表
」
〆
品
耐
え
る
べ

き
で
あ
る
カ
は

の
時
点
で
は
、
そ
の
内
h
白
に
つ
い
て
紹
介
や
ヘ
附
汗
を
行
、
っ
か
J々
a
r

－
り
に
お
w

て
公
衆
乃
は
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W17d
関
心
事
に
川
崎
、
J

て
い

r－
一
仮
定
、
「
人
う
乙
で

と
い
ス
本
体
が
則
、
り
か
な
け
虚
法
弐
況
仙
切
で
あ
ゐ
の
に
そ
の
仰
い
介
や

日
ノ
！
fi

店
｛
一
弘
的
な
も
明
円
が
公
殺
の
正
当
な
関
心
事
で
あ
る
と
い
う
の
も
た
川
崎
が
あ
る
が
二

そ
れ
で
も
引
返
1
ν

市
民
j
y
し
し
て
山
総
仕
司
活
J
f

送
三
に
い
る
一
ん
f
k
後
／
）
の
関
係
て
は
、

J

～
叩
川
閣
の
，
沖
地
に
d

り
、
本
件
千
九
が
－
ノ
プ

f
パ
シ
、
性
を
備
え
る
に
大
う
て
い
る
こ
y

を

山山山よ制してノ、目、
h

つ。

日／）

7
A
転
一
山
ぶ
け
と
本
什
け
と
の
比
較

ず
で

ι述
べ
ど
よ
う
に
、
一
｝
む
山
…
で
む
牧
町
山
さ
れ
る
べ
L
d
u

ば

争
川
け
の
門
皆
同
裁
判
決
（
削
中
山
）

で
あ
る
U

、コ一
Dノ
7
3

L
j
レ
巴

ド
ぉ
、
伊
佐
Td珂
コ
え
に
よ
る
ノ
ン
フ
r

ク
ン
JJ
ン
で
あ
る
一

ば中
i
！
州
事
件
C
M山
告
本
人
心
実
名
主
用
い
て
お
旬
、

め
ば
本
人
心
こ
と
が
存
か
れ
て
い
る
「
い
う
日
む
が
宥
口
切
で
み
っ
た
わ

比
べ
て
本
汁
に
お
い
r

は
、
ア
ダ
ル
ド
ー
氏
周
院
と
し
J

む

日
告
は
芸
名
主
用
い
て
お
り
、
統
誌
に
さ
か
h

で
AAX汁
行
為
に
つ
い
え
世
田
か
れ
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も

wwp本
人
の
同
定
に
は
つ
h
u
が
ら

ム
ぱ
い
か
ら
、
て
（
U

占
で
そ
d
u
i
－もプ一
7

イ
ハ
シ
i
怯
旧
日
中
け
し
に
ホ
り
え
LG
い
、
と
の
見
り
も
あ
パ
り
う
る
2
こ
ろ
で
為
る
、

、f
hんてぱないか
3

つ、

ぶ
円
以
白
い
つ
い
て
は
、
ー
比
優
、
rご
）
て
の
活
助
期
山
間
白
に
ド
ι
請
す
る
大
」
？
な
と
え
人
の
同

2pf容
易
に
す
る
個
人

情
践
が
ぶ
く
知
ら
れ
て
い
人
、
と
い
よ
J

－
事
情
も
あ
り
、
当
一
時
の
涼
y
口叶
1
m，
一
の
人
々
は
ぷ
s
u
が
右
乞
ム
リ
伐
と
あ
る
と
の
同
｛
一
し
ピ
容
易
に
な
J

止出向？湾；O) L＇」iト口同日1

主
た
は
ず
で
あ
る
ハ
ご
の
4
4
J
九
ぱ
事
情
は
ん
f

じ
で
も
継
続
じ
て
い
る
は
「
で
あ
り
、
ず
ノ

uhfノ
ち
り
前
川
町
ハ
μ
一
を
河
乏
し
も
え
た
人
々
は
、
千

日
門
川
山
ι
μ
の
本
わ
い
七
九
な
ど
が
「
哀
ド
ヂ
オ
な
つ
む
に
そ
れ
を
許
栴
に
紹
介
ト
J

令
事
件
記
事
に
亡
ソ
世
判
に
vu
ま
る
こ
と
に
亡
リ
、
原

吉
本
人
に
つ
い
て
刊
行
為
ζ

性
器
り
涼
子
と
い
う
一
ブ
リ
ケ
ト
伝
情
報
を
新
た
に
侍
る
工
こ
に
な
る
。

ず
伝
わ
ち
、
半
件
記
卓
上
は
か
ハ
肩
脱
当
時
心
的
小
告
に
っ
こ
k

け
一
フ
ワ
ケ
ト
は
い
杓
報
を
い
え
る
と
い
う
だ
け
の
も
の
で
は
な
っ
こ
ぶ
し

ハ
コ
氾
去
の
ポ
守
ん
の
掘
り
記
一
一
し
は
、

現

hrの
原
告
と
レ
ト
1
M
A
名

対
1J
る
山
知
の
人
々
正
河
内
心
を
も
川
市
り
芯
こ
し
、

h
市
…
タ
官
の
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市
い
ん
と
、
以
て
の
半
砲
な
私
ρ

活
」
を
脅
か
す
の
で
あ
る
c

点
詳
ム
ロ
か
、
h
J
s

ム
コ
亡
人
F

収
れ
ず
μ

き
て
い
る
え
右
J

名
人
ー
を
A
i八
心
喜
川
吉
川

叫究ノ I-

相

4
L
て
公
衆
の
刊
v
献
に
引
き
ず
り
出
H
L、
L
か
も
誇
張
さ
れ
た
活
f
f表
旧
た
て
ふ
っ
て
向
蔑
の
対
象
と
す
る
と
と
が
公
市
北
の
正
r

な間同

心
事
L

の
包
の

F
の
許
さ
れ
る

「
本
件
記
事
が
v

」
の
よ
ろ
な
も
の
ご
あ
る
か
は
じ
日
知
ら
な
い

多
く
の
消
え
去
っ
た

一応ん竹ハ
γ

臼
八
は
人
な
山
北
々
山
山
口
々
と
し
た
余
生
を
F6
ら
ざ
る
合
’
侍
な
ど
」
と
に
は
る
。
こ
今
）
d

h

ヤ
仁
打
ち
は
、
公
衆
の
前
で
忠
克
JY表
明
し

～
～
り
演
技
を
ず
る
な
ど
の
む
会
的
に
有
用
な
ず
山
九
日

h
f
b
人
？
を
宝
ざ
け
る
も
の
で
あ
り
、
去
羽
の
－
寸
出
乙
川
う
本
件
記
干
の
執
筆
者
側

が
よ
り
ど
こ
ろ
に
い
り
る
法
訴
の
訂
以
山
J

か
ら
も
、
い

h
ば
3

一
殺
一
れ
ぬ
と
ニ
F

わ
ざ
る
ケ
得
な
い
U

r

州
民
有
一
引
咋
H
中
劃
い
の
不
附
叫
す
る
も
の
社
公
祝
日
日
形
成
の
と
出
と
し
て

C
T
ラ

f
パ
シ
！
権

一
逆
転
事
件
最
引
が
、

過
去
の
犯
罪
事
実
1
」
い
う
斗
時
と
し
て
は
viMm
に
公
米
C
L当
夜
伐
心
事
で
あ
っ
た
事
%
に
つ
い
て
色
、

次
の
よ
う
H

の
は

UK会
復
叩
1
／
い
よ
ノ
川
口
什
J
V
有
す
る
与
で
に
特
有
の
民
誌
だ
り
か
っ
山
い
ん
一
も
の
と
は
な
い

あ
る
古
が
は
事
事
刊
に
つ
き
絞
鼠
吾
1
／
さ
れ
、
さ
、
り
に
は
絞
書
店
へ
と
し
亡
公
訴
を
提
起
さ
れ
て
判
決
さ
受
け
、
と
り
わ
け
令
罪
判

決
を
受
け
、

服
役
し
4
に
と
い
っ
平
交
は
、

そ
の
九
去
の
名
誉
あ
る
し
は
供

m江
戸
F
践
に
か
か
わ
る
事
項
ご
あ
る
か
っ
、

そ
の
メ
ピ
門
川
、

り
v
J
U叶

に
か
し
市
J
わ
る
！
向
上
へ
ん
ι
公

AYA」
れ
な
い
こ
と
に
つ
き
、
法
的
保
一
千
－

rh慌
ナ
J
p
h
v

利
話
会
一
右
ず
る
も
の
と
い
う
べ
脅
さ
丸
山

る
」
口
「
こ
の
攻
は
、
京
U

の
前
科
い
す
に
か
か
ね
る
事
実
の
八
ム
点
が
公
的
機
関
に
一
。
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
私
人
又
は
私
的
団
体
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
「
【
」
主
交
わ
る
も
の
で
は
な
い
そ
ー
ヂ
ー
そ
の
蓄
が
合
邦
判
決
を
乏
け
た
後
あ
る
い
は
服
役
か
γ
終
え
た
後
に
お
い
て
は
、

市
民
ζ

し
て
社
会
に
復
Jmiγ
る
こ
こ
が
阿
川
市
比
付
さ
れ
る
の
で
為
る
か
ら
、
そ
の
者
は
、
前
科
体
J

に
か
か
わ
る
事
去
の
公
去
に
よ
っ
て
、
新

7

く
形
成
し
て
い
る
組
会
活

U
T
m（宇
L
V
一
妨
げ
ら
れ
は
、
砕
い
仕
を
有
ず
る
2
J
hつ
べ
き
で
あ
る
n
l

（
以
上
引
用
）

同
門
以
刊
の
右
引
制
部
分
卜
本
［
尼
む

公
的
止
丹
市
と
私
白
川
川
活
士
何
？
寸

「
新
し
く
形
成

L
C
レ
ゐ
判
ム
以
外
出
川
の
し
ド
芯
一

三
、
e

h

フ
ノ
斗
γ

町
二
、

1
1
j
l

’I
L－
－

v
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小J、

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
概
念
し
m
，、h
J

眠
い
刻
、
三
「
U
lム
記
引
の
形
成
の
自
白
L

J

一

1
1
F
「ーコ

1
2一
♂
一
、

も

l
j
Z止
し

υ

。、
Fぃ
L
2
L

と
で
ー
も
い
う
べ
き
法
益
を
ノ
ラ
イ
ア
ン
ー
保
護
の
五
品
什
こ
捉
え
る
」
と
を
不
唆
ず
る
も
の
と
ー
も
円
い

お
よ
そ
過
去
に
杓
川
、
て
い
て
は
新
し
い
人
生
は
古
か
れ
な
い

意
識
に
新
し
い
職
場
や
人
間
問
一
係
ピ

お
い
て
は
、
新
L
い
白
分
を
党
民
し
よ
う
と
努
力
す
る
も
り
引
あ
る
U

そ
し
て
、
こ
の
よ
有
な
新
ん
ヘ
な
村
会
河
内
肘
の
形
成
の
口
市
川
は
、

ま
さ
に
つ
己
の
人
格
の
ヨ
山
注
先
辰
に
五
守
ず
る
も
の
で
為
る
か
ら
、
征
人
の
尊
v取
の
銃
口
、
か
ら
も
、
必
υ吉
小
ザ
欠
ζ

い
う
べ
舎
で
占
め
る
ハ

～
4
一
時
の
粁
辺
に
よ
〆

L
も
公
衆
の
正
当
な
関
心
お
で
忠
h
r
y
t
川
刊
行
司
令
場
合

J
U
L
一
ト
」
払
円
、

政
治
家
な
ど
公
人
と
し
て
全
人
格
が
公
栄
に
円
わ
れ
て
、
も
や
む
常
得
な
い
判
殊
な
比
門
会
的
存
が
に
ふ
ゆ
る
者
ら
は
、

と
の
花
絞
わ
r
一
行
認
さ
れ
う
る
も
む
で
は
な
い
わ

ふ
と
」
て

ヨh
h」
占
下
判
長
村
川
は
、
次
の
よ
う
に
一
つ
の
例
外
を
け
了
げ

」
れ
、
つ
の
ケ
ー
ス
で
は
時
間
心
経
過
に
も
か
か
わ
ら
ず
川
一
科

Y
B
V

の
け
田
引
が
公
ι

一
（
り
ギ
コ
以
関
心
事
で
あ
り
つ
づ
け
る
こ
と
F

ピ
誌
め
て
い
る
。

（イ
J

「
も
っ
と
よ
、

に
か
か
れ
司
令
市
÷
～
は
、

他
耳
、

冬
、
れ
が
川
事
事
け
な
い
し
刑
弔
裁
判
と
い
う
し
が
l

会
一
般
の
問

心
あ
る
い
は
剖
判
刊
の
対
象
と
仕
る
べ
き
お
前
九
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
市
内
そ
れ
肉
体
1
4
川
公
表
す
る
一
、

t
に
歴
史
的
又
は
社
会

止出向？湾；O) L＇」iト口同日1

的
注
意
義
子
百
め
つ
れ
る
4
4
J
河
川
何
台
ピ
は
、

事
件
の
斗
事
者
に
つ
い
て
も
、
？
一
一
の
夫
名
d

町
一
明
ら
か
に
す
J

るャ

J
が
一
許
さ
れ
な
い
y

は

、
こ
に
、

3

v
p
i
t
v
 

（
ロ
）
一
ま
た
、
そ
の
者
の
引
会
的
日
ι口
の
性
問
占
め
る
い
は
こ
れ
を
144
じ
て
ね
会
に
及
ぼ

γ
影
智
力
り
れ
定
日
こ
の
い
か
ん
に
r
ふ
コ
て

は
、
そ
の
村
会
的
活
路
に
刻
す
る
引
当
あ
る
け
は
討
価
心
一
資
判
と

L
て
、
／
村
山
市
科
パ
？
J

に
か
か
わ
る
事
長
が
公
表
さ
れ
る
、
｝
乙
を
去

ぷ
し
皆
、
灯
、
れ
ば
な
ら
は
い
h
？A
U
J
b
z
め
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
は
ら
ん
d

しい
c

過
去
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（
川
J

「
き
ら
に
士
た
、

vf

よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
公
聴
に
一
山
る
者
あ
る
い
は
同
一
の
が
、
制
与
す
な
戸
、

伎
の
今
ト
当
な

叫究ノ I-

問
、
い
の
対
象
t
な
る
公
的
之
J

坊
に
あ
る
人
物
で
あ
る
場
人
円
に
は
、
そ
の
者
が
公
軟
に
あ
る
こ
と
の
泊
行
な
乙
刀
判
断
の
資
判
こ
し
て

r
七
mv
前
科
生
寸
に
か
か
わ
る
事
実
が
F

公
表
さ
れ
に
乙
き
は
、
こ
れ
を
進
作
乙
い
う
べ
き
も
の
で
は
』
仏
い
」
（
以
l
引
用
）

いえ
J

れ
も
泌
す
る
に
、
公
人
村
正
ぜ
維
持
L
て
よ
Q

持
に
つ
い
て
は
、
川
利
生
j
d
治
ょ
の
悩
恨
の
一
病
予
は
（
ワ
フ
イ
パ
シ
i
権
伝
半
口
に
も

む
告
伎
役
に
も
該
当
し
な
い
、

ζ

いh
つ
こ
と
で
あ
る
。

「
J

本
件
行
為
は
時

よ
い

Y
ラ
ノ
パ
ン

I
性
を
情
え
る

本
什
行
為
は
、
も
と
よ
い
ノ
即
告
は
を
の
全
間
約
九
ホ
公
点
に
は
い
同
な
し
て
い
ム
な
か
っ
た
と
の
こ
2
で
あ
る
か
ら
、
原
告
と
の
関
係
て
は

わ
い
せ
つ
丈
北
国
債
や
等
C
犯
罪
事
中
止
を
構
成
す
る
も
れ
で
は
な
い
で
：
£
ろ
う
か
、
h
、
そ
の
な
臥
て
は

一
所
長
事
件
J
一
は
お
よ
リ
マ
事
業

が同士ハ
h
h
る
こ
じ
〆
は
百
一
ノ
ま
J
J

も
な
い
d

し
か
し
、
ぷ
い
叫
ん
ら
、

『
逆
記
事
件
の
有
最
川
門
は
、
育
科
以
外
に
も
半
へ
の

出

「
乙
営
為
る
い
は
信
用
に
首
援
円
か
か
わ
る
引
以
」

引川町部分ハ円…以）一

公
衆
の
主
山
J

な
関
心
半
と
あ
っ
た
も
の
が
貯
阿
の

二
〉
戸
、

flyft

j
t

て
し
一

l

わ
ノ
ネ
ミ
ノ
で
九
ハ
叩
ノ
＼
九
日
わ
〆
グ
ノ
る
、
〉
い
え
ノ

殺
的
以
考
え
ん
け
，
h

ムh
1

え
た
も
の

5
あ
う
7
1
｝
同
心
わ
れ
る
c

、L
の
よ
う
に
本
吋
一
市
川
刊
の
刻
組
合
以
げ
て
保
、
7

、
る
戸
」
乙
が
出
来
る
と
す
れ
ば
、
匂
こ
の
f

白
記

一
行
）
に
本
件
M
引

F
ー
が
該
斗
－
7
る
か
、

う
こ
／
｝
が
本
件
記
事
の
フ
プ
イ
パ
シ

ukA
自
性
の
高
z
m

の
刊
定
に
と
）
示
裂
と
あ
る
ご
と
に
仕
ろ
う
。
す
な
♂
シ
円
、
今
日
の
原
付
け
が
、

そ
の
村
会
的
了
川
面
白
に
川
刊
す
る
幻
吋
J
d

ぬ
る
い
は
汗
値
一
り
資
料
ζ

し
て
」
、
本
件
記
事
に
記
載
大
れ
た
よ
う
日
「
事
実
が
公
表
予
れ
る

こ
と
を
受
忍
L
な
町
、
孔
ば
は
ら
な
い
場
、
ni
に
茨
当
ト
J
Q
か
、
午
ど
っ
、
｝
、
乙
で
あ
る
。

原
告
が
J
Eぃ
J

に
行
つ
に
ア
グ
ル
ー
ピ
ワ
オ
へ
の
中
山
河
川
や
、
札
一
一

タ
レ
ン
ヘ
i

活
動
に
お
け
る
交
付
等
は
、
当
時
と
し
て
は
引
合
的
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K
M机
刊
や
一
J
U
姉
の
川
刈
象
！
と
さ
れ
、
え
た
で
あ
ろ
う
い
子
、

止
は
や
何
ら
の
影
響
力
止
な
い
今
ヨ
の
応
川
甘
か
、
引
時
の
カ
メ
ラ
い
以
紋
汽
れ
た

性
行
為
や
性
出
川
が
ど
の
一
。

y
k
hり
払
択
で
あ
コ
た
の
か
、

ζ

い
う
事
実
が
公
一
訳
さ
れ
る
と
と
を
PANい
し
な
け
れ
ば
な
ら
白
い
場
台

に
は
お
よ
三
、
以
当
し
な
い
よ
う
に
忠
わ
れ
る
わ

川叫一叫
l
l
｜
現
役
中
時
の
似
叫
に
ζ

っ
と
り
本
件
記
事

ま
ん
一
、
子
も
そ
も
当
時
の
原
告
と
の
坦
係
で
L
q
J

ら、

心
し
と
い
な
レ
常
行
為
や
世
帯
刀
有
h
拡
に
つ
い
亡
、
雑
誌
で
日
宇

に
よ
り
弔
呪
さ
れ
る
ご
と
古
も
受
忍
し
な
け
れ
は
以
か
な
か
一
－
ん
「
ど
は
汗
レ
叩
叩
い
て
丸
ろ
う
〈
な
ぜ
な
ら
、
第
一
に
ν」
時
正
原
作
も
そ

の
公
十
五
に
同
試
し
て
い
な
か
っ
た
か
、
ら
で
あ
り
、
第
一
に
雑
誌
に
よ
る
紹
介
は
活
字
に
よ
る
攻
保
心

ι【
い
叫
し
し
も
い
う
べ
六
）
も
の
で
あ
る

γ＇ 為
' 
！ 
、
コ

。
Iyr二
性
会
的
な
批
判
い
や
デ
占
的

にしは
J

掃
さ
な
い
か
ら
℃
為
る

4 

料
介
・
論
一
寸
記
事
に
よ
る
プ
｝
ブ
イ
ハ
シ

i
権
侵
芹
の
成
否

一l
）
「
九
一
附
一
訂
し
一
H
U
人々
Ldγ

一」とのヰ］局長一

な
お
、

九
件
記
弔
は
、

H

〈
ピ
て
こ
の
県
山
中
よ
い
な
誇
張
ー
〆
て
活
字
化
、
ど

γ、
あ
と
は
な
い
か
と
も
仰
心
わ
れ
、
9

て
の
玄
味
で
は
い
弔
支

止出向？湾；O) L＇」iト口同日1

を
内
容
に
一
j

る
表
記
で
あ
っ
♂
に

を
門
w
汁
こ
了
る
um羽
い
と
は
な
い

し
か

L
な
が

1

表
現
の
円
山
の
子
市
川
県
性
に
川
品
川
付
れ
ば
、
事
実
の
拾
い
V
の
F

で
つ
ず
あ
コ
て
ー
も
そ
こ
に
何
ら
か
の
批

い
3
v

品
汗
的

人
司
牝
hAn
ナ

μ
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
表
担
行
為
、
乙

L
f
rけ
止
当
性
を
一
弓
い

コ
こ
か
ら
、
本
件
記
事

ytyの
性
情
を
判
断
ず
る

に
際
し
ど
も
、
」
の
」
口
、
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
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ー
「
川
周
知
表
区
乱
批
判
ビ
ラ
事
件
長
判

叫究ノ I-

こ
の
ぺ
半
、
明
一
に

L
Lに
ほ

H
d抗
日
叫
て
と

L
て
、
長
杭
町
山
斗
小
v
子
校
で
の
沼
知
一
衣
配
布
を
め
ぐ
る
救
白
円
羽
場
心
温
ヨ
に
対
L
て
批
判
的

主
rf
一
一
フ
を
救
日
誌
の
氏
名
a

ハ

U
刈

m
・
u
M詰
一
台
り
な
乙
ヰ
括
裁
じ
た
う
え
で
ト
八
戸
玉
に
配
布
し
ん
｝
者
に
対
1

）
て
教
員
ら
が
起
こ
し
た
感
謝
料
等

請
求
一
み
た
－
：
通
針
表
混
乱
山
山
河
ピ
ワ
平
行
」
と
仮
称
し
γ
ぉ
，
＼
）
に
お
い
γ
、
次
の
で
フ
に
辺
べ
て
原
容
認
定
の
摂

At額
を
減
額
し

yも
の
ナ
μ
あ
る
U

公
共
心
利
半
口
に
間
目
以
内
示
J

る
宇
取
に
つ
い
と
白
山
に
批
判
、
へ
師
計
九
乞
行
う
こ
と
は
、
も
と
」
り
表
瓜
の

H
山間
C
行
使
と
し
て
民
主
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
為
J
2
、
そ
の
対
象
が
公
務
員
心
地
位
に
お
日
る

h
引
か
で
お
る
場
～
け
に
は
、
心
批
判
等
に
よ
り
当
該
公
治
只
C
M引
会
的
一
計

仙
川
小
低
h

ー
す
る
一
と
が
め
う
て
も
、
そ
の
は
的
が
守
ら
公
訴
古
川
凶
る
も
の
で
あ
的
、
か
っ
、
そ
の
p

川
相
官
と
し
て
い
る
事
実
が
裂
な
点

に
お
い
マ
史
実
で
為
る
三
と
の
計
明
が
み
っ
た
と
き
は
、
人
身
攻
J47
に
及
ぶ
な
ど
弘
一
J
I
N
と
し
て
C
波
を
注
脱
し
た
も
の
で
ほ
い
限
り
、

がり信
t

口
紅
字
二
ハ
）
不
法
行
為
の
差
点
竹
ピ
欠
く
も
の
と
い
う
べ
き
て
忘
る

、J
一
同
与
え
ム
副
司
bVIn

－
u
h
w
L
F
Y
 
一
論
評
夫
税
と
い
う
性
格
を
有
す
る
表
現
行
為
ι

つ
い
て
は

そ
の
詩
提
と
な
る
事
実
に
コ
い
て
子
細
に
わ
↑
る
白
一

ヌ
性
心
一
市
川
が
夏
山
北
抗
さ
れ
る
、
も
の
で
は
ん
ふ
く

7

つ
あ
れ
ば
J
ル
り
る

山山間二十
A
dげ」）

ム
い
が
、
な
上
〕
に
お
い
て
真
FJ
一
で
あ
る
こ

E
C
正
明

と
、
）
、
計
手
れ
る
表
現
の
範
囲
な
そ
れ
だ
け
拡
大
、
ど
～
の
で
あ
る
v

乞
と
、
。
り
、

弔
天
の
一
日
情
六
一
い
い
あ
ら
ざ
る
論
計
に
つ
い
亡
は
、

さ
れ
た
聞
は
「
対
抗
一
品
川
」
ミ
反
論
ず
吐
き
で
あ
り
、

般
的
に
は
可
花
さ
あ
る
か

t
h
h，
ん
［
称
、
招
品
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
山
岡

ん
い
と
い
う
形
と
同
法
が
い
た
ず
ぺ
J

に
介
人
一
J

べ
き
で
は
々
い
υ

二
の
放
論
は
主
帆
J

，
を
d
L
r
ー
も
の
と
あ
る
」

し
か
る
に
、
本
最
判
は
、

旭
ト
刀

C
、
ψ

ぷ
γ一
ラ
に
お
け
る
教
門
止
の
氏
名
・
住
一
川
拍
子
日
佐
人
情
報
心
記
載
に
つ
h

て
は
、
次
の
よ
h

つげい

直
べ
、

私バ
1
4

泊
の
ド
氾
な
ど
の
人
一
洛
的
利
一
井
z
f
｝渥古川げに九
UKバ」口」

L
U
J
も
の
」
結
論
づ
け
た
。

被
？
左
門
白
人
ら
の
社
会
的
地
！
h
H
M
%
び
ψ

時
心
状
刈
生
J

に
か
ん
が
み
る
と
、
旧
吋
去
に
右
攻
撃
作
J

士
走
行
ド
被
上
白
人
ら
心
情
？
柿

FJV門
将
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？っUlム
μ
涌
念
上
一
p
k
u
H
1
ず
べ
き
限
y

以
内
い
あ
る
と
い
h

こ
と
は
で
き
「
、
を
の
合
の
被
し
よ
口
人
ら
の
治
神
的
U
7

痛
も
、
そ
の
性
交
及
｝
J
z
t

支
に
お
い
て
、

京
攻
撃
守
山
吉
川
λ
け
た
被
lι
一
円
人
つ
の
そ
れ
ζ
実
質
的
な
J
ヤ
民
は
な
U

ζ

γ

一
ぺ
き
と
こ
」
γ
つ、

国
市
落
、
か
円
相
法
に
確
に

L
4人

／
）
こ
ろ
に
よ
る
と
、
被
上
告
人
h
の
氏
名
・
住
所
・
霞
請
け
が
号
“
J

を
侶
別
的
に
記
載
し
ん
｝
十
ゃ
が
い
い
ピ
ブ
を
大
量
に
配
布
ア
れ
ば
L
い
の
「
で
？

な
主
ず
か
い
、
小
九
ん
ル
止
す
る
こ
と
や
一
ト
止
門
人
に
お
い
J
1

、
子
見

L
て
い
た
か
又
は

f
i
L
な
か
っ
に
こ
と
に
湿
尖
が
あ
｝
白
、
と

ρ
う
の
で
あ
る
か

け
っ
、
被
上
止
i

人
ん
ら
は
仁
告
人
、
の
本
件
配
布
行
為
に
起
因

L
て
恥
中
川
心
ポ
丁
砲
な
ζ

の
へ
格
的
刊
誌
を
為
法
に
侵
害
さ
れ
に
も
の
こ
い
い
つ

ぺ
一
き
で
あ
打
、
一
長
人
は
ご
れ
PL
っ
き
不
法
／
什
μ

円
以
只
任
～
t
免
ふ
れ
ほ
い
と
い
わ
さ
る
を
符
必
レ

c

戸
川
以
一
引
用
）

一
口
う
ま
で
も
な
く
え
名
注
川
匂
J

の
記
載
は
、
と
h

っ
て
い
ー
論
評

に
は
A
J
U
ぶ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
十
一
の
判
ボ
も
当
然
心
帰
結

と
い
い
う
る
υ

ご
と
不
件
記
事
は
論
浮
か
い
れ
抗
一
民
調
の
時
的
店
社
い
を
斗
古
川
市
と
L
て

事
実
の
凶
川
不
」
か
「
論
評
」
か
の
ド
別
は
、
げ
。
と
よ
り
限
界
市
中
川
川
て
は
困
燥
な
作
業
て
あ
ろ
そ
。
し
か
し
、
一
同
喜
ー
ピ
分
か
つ

は
、
何
川
p

以
「
論
一
計
が

「山す実

お
の
ず
；
専
か
れ

f
J
く
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
の
担

H
か

iq

よ
り
も
ぷ
現
と
い

る
と
」
ろ
で
あ
る
一

す
な
わ
ち
ナ
で
い
述
べ
た
よ
う
に

九一二

C
反
論
す

ーヘベ川
J
h
l

」
川
一
戸
l

に
は
対
象

t
さ
れ
た
側
ー
か
ら
の

「
対
い
仇
一
い
論
」
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引
き
で
あ
h
、
ま
～
一
泊
J
h巾
は
そ
れ
が
了
d

北
町
中
市
、
ー
さ
と
め
る
こ
乙
か

h
、

「↓前一

r

あ
え
て
司
法
的
介
入
を
す
る
必
裟
古
な
い
乙
い
う
の
が
、

表
現
が

7
以
く
保
議
さ
れ
る
乙
い
う
守
」
と
の
意
味
で
あ
る
。

誠
司
川
t

だ
か
ら
干
し
い
と
か
似
値
掛
川
司
い
と
い
う
の
で
は
日
く
、

に
川
刊
し
と
は
江
川
い
弘
一
J
ハ

ml
h
r
L
1中山
V

一
此
沼
崎

U
I
r
’「
ν中
小

1
7

人
司
匂

l
l
f
p
E
l
レ
I

d

l

y

ず
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
汁
し
て
宇
実
り
抗
不
i

に
お
い
て
は
、
一
対
抗
一
三
川
」
は
紋
叫
蓄
の
測
の
悔
い
か
一
か
も
え
っ
て
拡
大
さ
」
丈

わ
ま
た
人
々
子
炉
偏
見
を
応

て
し
ま
L
反
論
心
耳
ケ
一
貸
さ
な
く
以
る
な
ど
し
が
ら
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
利
z
却
に
筏
能
し
芯
い
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こ
と
が
ま
ま
あ
る

Z

こ
で
乞
長
設
け
制
法
限
に
よ
り
司
法
的
改
済
を
片
J

え
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
v

叫究ノ I-

レ
う
べ
l
J
K

十
火
山
明
形
態
以
、
ー
論
評

の
円
ハ
ザ
一
拭
方
を
汀
つ
に
レ
る
t

一へ酔－叶

l
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υ
 

フ〕「ワ4
 

つ】5
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と
H斗
J

ぱ、
L
て↓止へ師
Z

ピ』品？内、れば、

J
J

h

ナ
十、f八

町
内

こ
の
よ
う
な
「
対
抗
日
論
の
有
効
性

一
ロ
っ
て
、
本
件
記
事
を
岩
完
了
J

礼
子
ぽ
、
す
で
に
ぷ
名
、
斤
一
拾
い
て
市
芥
の
人
と

と

主
三
に
い
る
川
県
庁
ー
が
九
が
反
p
耐
7
r
，G
機
ム
ー
な
ど
、
考
え
に
〈
い
と
予
三
つ
で
あ
る
。
下
手
に
反
論
f
る
と
、
ま
す
ま
す
日
聞
の
、
引
凡
人
M
Z
J冷

び
、
木
作
い
お
事
お
よ
び
そ
乃
花
t

目
立
ゥ
丈
一
畏
ピ
テ
オ
」

へ
の
山
内
心
、
け
げ
を
一
説
会
γ
Y
G
だ
け
で
ち
あ
る
。

さ
う
に
、
原
駅
ー
が
日
忍
し
て
い
白
い
性
行
為
や
性
誌
の
有
り
体
に
つ
い
て
、
あ
～
か
も
一
ノ
i
メ
シ
か
な
に
か
の
紹
介
記
事
の
よ
行
ピ

コ
山
詳
一
「
る
本
付
記
宇
は
、
そ
も
そ
も
ど
う
す
れ
ば
一
一
反
論

に
ぷ
る
刀
か
、
考
え
に
く
い
と
こ
ろ
で
も
為
る
c

、y

」、Lidメ州
〕

の
丙
と

の
摘
不

こ
わ
は
事
実
ι一
言
去
の
ま
ま
折
V

つ
し
た
も
の
で
丸
る
一
と
い
》
一
た
白
（
宝
九
日
に
叫
円
止
を
載
せ
た
符
反
乱
岬
ど
が
ソ
人
け
る
だ
け
で
為
ブ
？
っ
し
、
主

宇、
C
折
与
と
し
て
の
誤
り
を
指
摘
じ
J

み
れ
ば
、
今
度
は
「
布
討
な
の
て
ム
下
wuw
な
出
…
で
真
実
一
ー
、
あ
れ
ば
足
り
る
一
と
逃
げ
ら
れ
る
の
が

オ
ヂ
で
あ
ろ
う
ハ

へ
一
川
司
叫
し
仁
い
う
刀
テ
ゴ
り
ー
は
、
付
流
言
論
心
可
能
性
と
い
う
基
準
に
照
、
り
し
て
厳
密
に
前
附
記
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
す
そ
ド
つ
で
な

し
と
、
ト
ヘ
世
私
ぃ
h

い
訳
出
に
該
当
す
る
L
Y

し
て
司
法
的
法
治
主
受
付
う
る
は
ず
の
表
現
に
対
し
て
も
、
右
効
な
叫
礼
治
が
交
円
、
ワ
れ
な
い
ャ

と
に
号
令
か
枯
れ
Jhv
ね
な
い
一

4
）
本
件
記
事
は
1

人
身
攻
撃
」
か

な
お
、
前
引
い
の
長
川
は
、

人
〆
ぽ
攻
撃
に
社
ぶ
な
こ
論
評
と
し
て
の
岐
を
注
J

川
し
た
も
の
↑
ど
な
h

m
山
川
、
れ
リ
七
侵
害
〈
り
末
法
行
為
の

違
法
制
い
か
ん
人
く
」
と
述
べ
て
い
に

（
引
用
川
山
宇
部
分
、
。
こ
乙
に
、
う

一人
Jd次
撃
t

と
は

ま
さ
に
対
抗
一
円
A
M
刀
小
可
能
仕
立
ノ
な

人
wm破
域
的
芯
非
耕
一
ゲ
↓
指
す
も
の
と
忠
わ
れ
る
ー



本
什
記
一
川
引
は
、
叫
す
る
に
涼
ρ
一
円
心
性
行
為
や
川
門
中
ヘ
旧
を
あ
れ
二
れ
「
？
む
の
ご
あ
ろ
う
二
れ
は
仮
に
庁
主
的
な
一
L

ア
ン
ス
す
今
ん

六

、一！、、4

っ
て
も
、
人
J
V
ご
と
の
文
明
化
3
れ
だ
状
Y
ー
か
ら
肢
も
法
ざ
け
行
状
法
三
容
体
と
し
、

そ
ノ
扱
い
す
る
も
の
に
他
な
J

～ーホ
J

円二、中
J
m
n
J
J
h
p

l
I
C
｝

f
1
7
1
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こ
の
－
寸
つ
な
／
七
九
や
姿
法
の
立
ー
に
汁
TJ
司
令
本
人
心
一

が
公
示
良
俗
違
反
ζ

ぼ
ら
な
い
か
も
銃
わ
し
い
よ
う
に
弘
わ
れ
る
が
、

そ
の
よ
ミ
な
同
意
を
欠
く

裏
ビ
デ
オ
』
を
一
取
材
苅
」

ζ

し
て
原
到
の
制
作
行
為
や
性
山
崎
に
つ
い
て
一
戸
川
許
」
を
泊
、
え
る
本
件
芯
事
は
、

γ
J
V

、
」
に
原
誌
を
之
ノ
と
し
た
う
ァ
ル
で
治
叫
な
ま
で
に
一
九
州
？
攻
撃

を
加
え
る
も
の
に
ム
土
／
J

て
は
い
な
レ
か
c

平
実
関
係
を
v
H
倍
に
孟
矧
し
な
い
筆
者
は
判
断
材
料
宮
村
た
ん
d
h
u
日目、

表
旧
川
の
白
山
出
の
川
恒
人
古
伝
門
事
TJ
る
が
ゆ
と
に
そ
U
村
山
出
に
よ

る
わ
滅
日
ど
懸
念
す
る
半
日
と
し
て
は
、

こ
の
内
、
に
つ
い
て
ー
も
仰
い
は
が
絞
滑
な
中
部
｛
疋
を
な
さ
れ
る
こ
と
乞
信
じ
る
も
の
で
み
る
J
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